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広報たけた 平成19年7月号 2

集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
ろ
う

　

大
雨
・
台
風
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か

集
中
豪
雨
と
は

　

短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
範
囲
に

集
中
し
て
降
る
大
雨
を
集
中
豪
雨

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

非
常
に
激
し
い
雨
が
何
時
間
も

降
り
続
く
と
、
大
き
な
災
害
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
起
き
る

◇
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
と
き（
特

　

に
梅
雨
の
終
わ
り
）

◇
台
風
が
近
づ
い
て
来
て
い
る
と

　

き
や
上
陸
し
た
と
き

◇
大
気
の
不
安
定
な
状
態
が
続
き
、

　

次
々
と
雷
雲
が
発
生
す
る
と
き

集
中
豪
雨
が
起
き
た
ら

◇
河
川
が
急
に
増
水
し
た
り
、
は

　

ん
濫
し
た
り
し
ま
す
。

◇
家
屋
が
浸
水
し
た
り
、
道
路
が

　

冠
水
し
た
り
し
ま
す
。

◇
土
砂
崩
れ
や
が
け
崩
れ
が
発
生

　

し
た
り
し
ま
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら

◇
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表

　

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
険
な

　

場
所
に
い
る
場
合
、
避
難
に
時

　

間
が
か
か
る
場
合
は
、
早
め
に

　

自
主
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、

　

幼
児
、障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時

　

要
援
護
者
に
配
慮
し
て
く
だ
さ

　

い
。

◇
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表

　

さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
避
難
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
は
、

　

防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
か
ら

　

の
放
送
、
消
防
団
員
・
自
主
防

　

災
組
織
や
自
治
会
な
ど
か
ら
伝

　

え
ら
れ
ま
す
。

◇
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨
が

　

降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し
て
い

　

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に

　

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

気
象
情
報
を
入
手

◇
最
新
の
天
気
予
報
を
よ
く
チ
ェ

　

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表

　

さ
れ
た
ら
避
難
の
準
備
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　
　

警
報
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

の
速
報
、
防
災
行
政
無
線
の
放

　

送
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
１
７
７
、気
象
庁

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話

　

な
ど
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　
　

警
報
の
中
で「
１
時
間
に
50
㍉

　

以
上
の
非
常
に
激
し
い
雨
が
降

　

る
」
や
「
過
去
数
年
間
で
最
も

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性

　

が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

　

表
現
が
あ
る
場
合
は
、
特
に
気

　

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

○
大
分
県
雨
量
・
水
位
観
測
情
報

　

http://river.pref.oita.jp/

　

※
携
帯
サ
イ
ト

　

http://river.pref.oita.jp/m
obile/

災
害
に
備
え
て

◇
飲
料
水
や
食
料
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

　

懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

　

は
、
他
の
自
然
災
害
の
と
き
に

　

も
役
立
つ
の
で
準
備
し
、
定
期

　

的
に
点
検
し
て
入
替
・
補
充
等

　

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◇
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、
過
去

　

に
水
害
や
土
砂
災
害
が
あ
っ
た

　

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
い
て

　

く
だ
さ
い
。

◇
緊
急
時
に
ど
の
よ
う
に
避
難
す

　

る
か
、
避
難
場
所
と
避
難
経
路

　

を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

１時間
雨　量
（㍉）

予報用語
人の受ける

イ メ ー ジ
人への影響

屋　　内
（木造住宅
を想定）　

屋 外 の

様　　子

車　　　に

乗っていて
災害発生状況

10 ～
19 ㍉

や　　や
強 い 雨

　　　　　 地面の跳ね
返りで足元
がぬれる　

雨の音で話
し声がよく
聞き取れな
い　　　　 地面一面に

水たまりが
できる　　

この程度の雨でも
長く続く時は注意
が必要　　　　　

20～
29㍉ 強 い 雨 どしゃ降り

傘をさして
いてもぬれ
る　　　　

寝ている人
の半数くら
いが雨に気
づく　　　

ワイパーを
速くしても
見づらい　

側溝や下水、小さ
な川があふれ、小
規模のがけ崩れが
始まる　　　　　

30～
49㍉ 激しい雨

バケツをひ
っくり返し
たように降
る　　　　

道路が川の
ようになる

高速走行時、
車輪と路面
の間に水膜
が生じ、ブ
レーキが効
かなくなる

山崩れ・がけ崩れ
が起きやすくなり、
危険地帯では避難
の準備が必要　　

50～
79㍉

非 常 に
激しい雨

滝のように
降る　　　

傘は全く役
に立たなく
なる　　　

水しぶきで
辺り一面が
白っぽくな
り、視界が
悪くなる　

車の運転は
危険　　　

土石流が起こりや
すくなり、多くの
災害が発生する　

80㍉
以上 猛烈な雨

息苦しくな
るような圧
迫感がある。
恐怖を感じ
る　　　　

雨による大規模な
災害の発生するお
それが強く、厳重
な警戒が必要　　

雨の強さと降り方

平成2年7月水害（竹田・拝田原）

http://www.jma.go.jp/
http://river.pref.oita.jp/
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洪
水
予
報
が
変
わ
り
ま
し
た

　

国
が
発
表
す
る
洪
水
予
報
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
注
意
報
」「
警
報
」

か
ら
、
洪
水
の
危
険
の
レ
ベ
ル
を

細
分
化
し
、
分
か
り
や
す
い
表
現

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
市
や
住
民
が
と
る
べ
き
避
難
行

動
等
と
の
関
連
が
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

川
の
防
災
情
報

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

洪 水 の
危 険 度

洪水予報
の 種 類

水 位 の
名　　称

市・住 民 に
求められる行動

レベル５ は ん 濫
発生情報

（はん濫
発 生 ）

逃げ遅れた住民の
救助等
新たにはん濫が及
ぶ地域の住民の避
難誘導

レベル４ は ん 濫
危険情報

は ん 濫
危険水位 住民の避難完了

レベル３ は ん 濫
警戒情報

避難判断
水　　位

市は避難勧告等の
発令を判断
住民は避難を判断

レベル２ は ん 濫
注意情報

は ん 濫
注意水位

市は避難準備情報
（要援護者避難情報）
発令を判断
住民ははん濫に関
する情報に注意
水（消）防団出動

レベル１（発表なし）
水 （消）
防団待機
水　　位

水（消）防団待機

洪水の危険レベルに対応した表現等

■貴重品
□携帯電話
□充電器
□現金（要 10円玉）
□預貯金通帳
□印鑑
□免許証コピー
□健康保険証コピー
□権利証書
□住所録
■非常食品
□飲料水
□カンパン
□缶詰
□チョコ
□氷砂糖
□アルファ米（水で食べれ
　ます）等
□割り箸
□紙製のお皿、コップ
□缶切り・栓抜き
※乳幼児用
□ミルク
□ほ乳びん
■命を守るもの
□ヘルメット
□帽子、バンダナ
□靴（頑丈で熱に強いもの）
□軍手
□防塵マスク
□タオル
□懐中電灯、予備電池
□ホイッスル
□小型ナイフ
□衣類
□下着

　避難の際に持ち出す「非常持出品」を用意している
か確認してみましょう。

■生活用品
□携帯ラジオ、予備電池
□マッチ・ろうそく
□ライター
□雨具
□歯磨きセット
□トイレットペーパー
□ウェットティッシュ
□レジャーシート
□ごみ用ポリ袋
□新聞紙
□布製ガムテープ
□筆記用具（油性ペン）
□使い捨てカイロ
□生理用品
□紙おむつ
□予備の眼鏡
□入れ歯
■救急箱
□安全ピン
□三角きん
□ばんそうこう（大・小）
□包帯（４号、６号が便利）
□消毒ガーゼ
□きれいなタオル
□体温計
□傷口の消毒液
□消毒用せっけん
□胃腸薬
□かぜ薬
□鎮痛剤
□解熱剤
□湿布薬
□はさみ
□安全カミソリ
□綿棒
□毛抜き
□ビタミン剤
□常備薬

非常持出品を
　 チェックしましょう！

あなたの年金記録をもう一度チェックさせてください
～被保険者・年金受給者の皆様～

大分県社会保険事務局

　年金記録をめぐる問題については、大変
ご心配をおかけしておりますことを、心よ
りお詫び申し上げます。
　社会保険庁では基礎年金番号にまだ統合
されていない年金記録も、大切に保管して
います。
○年金記録問題への新対応策を進めます。
　・被保険者・年金受給者の皆様には、基礎
　　年金に結びつけられている加入履歴を、
　　順次送付します。
　・5,000 万件の記録を、被保険者・年金受給
　　者の記録と突き合せ、未統合の記録があ
　　る可能性のある方には、お知らせします。
●お問い合せ　大分社会保険事務所
　フリーダイヤル 0120-657830

http://www.river.go.jp/
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日　
　
　

程

公
示
日　

７
月
12
日
㈭

投
票
日
時　

７
月
29
日
㈰　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

開
票
日
時　

７
月
29
日
㈰　

午
後
８
時
〜

開
票
場
所　

竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　

７
月
29
日
㈰
は
、
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
参
議
院
に
お

け
る
私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大

切
な
機
会
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
で
す
。

  

投
票
で
き
る
方
は

◇
現
在
竹
田
市
に
住
ん
で
い
る
方

　

昭
和
62
年
７
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
、平
成
19
年
４
月
11
日
ま
で
に

竹
田
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
は
竹
田
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
12
日
以
降
に
竹

田
市
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
は
、

竹
田
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
前
住
所
地
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇
竹
田
市
か
ら
転
出
さ
れ
た
方

　

平
成
19
年
３
月
29
日
以
降
に

転
出
さ
れ
た
方
で
、
竹
田
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
竹
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

  

入
場
整
理
券
は

　

入
場
整
理
券
は
、
７
月
12
日
㈭

に
郵
送
の
予
定
で
す
。

　

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

は
、
投
票
所
で
再
作
成
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所

に
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

  

投
票
時
間
・
投
票
所
は

　

投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で

す
。

　

投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番

号
で
す
）

①
竹
田
幼
稚
園

②
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
明
治
地
区
多
目
的
集
会
所

④
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
城
原
地
区
館

⑥
宮
城
分
館

⑦
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
松
本
分
館

⑨
菅
生
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑩
祖
峰
小
学
校
体
育
館

⑪
嫗
岳
分
館

⑫
宮
砥
分
館
体
育
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
荻
中
央
公
民
館

⑮
柏
原
公
民
館

⑯
久
住
中
央
公
民
館

⑰
白
丹
公
民
館

⑱
都
野
公
民
館

⑲
直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

  

期
日
前
投
票
は

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務

通常選挙
一票に心をこめて投票へ
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が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
に
よ
り
、

ど
う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場

合
は
、
期
日
前
投
票
の
際
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
投
票
期
間

　

７
月
13
日
㈮
か
ら
７
月
28
日
㈯

ま
で
、
各
期
日
前
投
票
所
と
も
毎

日
（
土
、
日
も
可
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

○
期
日
前
投
票
所

　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

　

荻
総
合
支
所
１
階
会
議
室

　

久
住
総
合
支
所
３
階
会
議
室

　

直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

　

市
内
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

  

病
院
・
施
設
で
の
不
在
者
投
票
は

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
、
病
院
・
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
病

院
・
施
設
の
事
務
の
方
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

  

郵
便
投
票
は

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、

郵
便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る

方
に
限
っ
て
、
自
宅
に
お
い
て
投

票
し
、
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度

で
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
方
は
、
事
前
に
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

手
続
き
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

  

投
票
の
方
法
は

　

投
票
は
、
大
分
県
選
出
議
員
選

挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

２
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
薄
黄

色
地
に
黒
イ
ン
ク
、
比
例
代
表
選

出
議
員
選
挙
は
白
地
に
赤
イ
ン
ク

の
投
票
用
紙
で
す
。

　

投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
大
分

県
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い
、

続
い
て
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

の
投
票
を
行
い
ま
す
。

　

大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
、
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
ま

す
。

　

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、

候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず

れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　

身
体
等
の
障
が
い
等
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
れ
ば
、
代
理
投
票
が
で

き
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
は
点

字
で
投
票
で
き
ま
す
。

  

選
挙
公
報
の
配
布
は

　

各
家
庭
に
、
今
回
の
選
挙
に
立

候
補
し
た
候
補
者
の
経
歴
や
、
政

党
の
政
見
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公

報
」
を
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に

配
布
し
ま
す
。

  

開
票
は

　

午
後
８
時
か
ら
竹
田
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

平　

日　

☎
63‒

１
１
１
１

　
　
　

  （
内
線
１
６
０
・
１
６
１
）

　

時
間
外　

☎
63‒

４
８
１
４

みんなで守ろう「３ない運動」
・政治家や候補者などは、
　選挙区内の人に寄附を「贈らない！」
・政治家や候補者などに寄附を
　　　　　　　　　　　 「求めない！」
・政治家や候補者などから寄附を
　　　　　　　　　　「受け取らない！」

投票の方法（投票は２種類です）
  投票①
　参議院大分県選出議員
選挙の投票は、候補者の氏
名を記入してください。

  投票②
　参議院比例代表選出議員選挙の投票は、
　　　　　　候補者の氏名または政党名を
　　　　　　　記入してください。

　有権者は名簿に記載された
候補者名を投票用紙に記載し
て投票します。ただし、候補
者名に代えて政党名を記載し
て投票することができます。

第21回参議院議員
投票日は７月29日㈰です!
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ケーブルテレビ特集第5回

子どもたちが考えるケーブルテレビ事業
 

久
住
小
学
校
で
は

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
人
々

が
竹
田
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
は
何
が
必
要
と

考
え
て
い
る
の
か
を
調
べ
、
そ
の

中
で
出
て
き
た
、
自
分
た
ち
の
あ

ま
り
よ
く
知
ら
な
い
「
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
」
に
興
味
を
持
ち
、

学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
の
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
、
ま
た
既
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
豊
後

大
野
市
大
野
町
の
大
野
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
ど
ん
な

も
の
な
の
か
調
査
し
て
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
そ
の
資
料
を
基
に
賛

成
・
反
対
に
分
か
れ
、
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

賛
成
派
の
意
見

・
大
野
小
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
33
人
中
29
人
が
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
し
て
良
か
っ
た
と
答
え

て
い
る
。
悪
か
っ
た
と
答
え
た
人

は
い
な
い
。

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
て
テ

レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

で
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
の
情
報
が
見
ら
れ
る
。

・
き
れ
い
な
画
像
で
、
多
く
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
見
ら
れ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
高
速
で
安

い
。

・
防
災
情
報
が
す
ぐ
に
伝
わ
る
。

・
電
話
代
が
無
料
（
加
入
者
間
）。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
な
け
れ
ば

人
も
企
業
も
来
な
い
。

 

反
対
派
の
意
見

・
地
域
の
人
々
は
、
市
の
借
金
が

増
え
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

・
市
の
借
金
は
２
３
１
億
３
、０
０
０

万
円
あ
る
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
で
か
か

る
市
の
負
担
金
14
億
円
を
、
年
間

８
、１
０
０
万
円
ず
つ
17
年
間
、

私
た
ち
が
大
人
に
な
る
ま
で
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
市
の
高
齢
化
率
、
人
口
減
少
率

は
ど
ち
ら
も
県
内
１
位
で
、
今
人

口
減
少
率
に
つ
い
て
は
全
国
15
位
。

お
年
寄
り
ば
か
り
で
借
金
は
返
せ

る
の
か
。

・
お
年
寄
り
が
多
い
市
で
、
救
急

医
療
病
院
が
な
く
な
り
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
整
備
よ
り
も
市
民
の

命
、
医
師
不
足
解
消
の
方
が
大
事
。

・
毎
月
の
利
用
料
が
か
か
る
。

・
も
し
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
た
ら
、

復
旧
す
る
ま
で
待
つ
し
か
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
賛
成
派
も
反

対
派
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
集
め
た
資
料
だ
け
で
な

く
、
正
確
な
数
字
を
調
べ
て
い
ま

し
た
。
大
人
顔
負
け
の
意
見
で
、

大
変
驚
き
ま
し
た
。

 

住
民
説
明
会

　

５
月
に
行
っ
た
住
民
説
明
会
の

参
加
者
は
少
な
く
、
世
帯
数
で
考

え
る
と
市
全
体
で
は
６
・
６
％
、

子
ど
も
た
ち
の
住
む
久
住
地
区
で

も
６
・
９
％
し
か
参
加
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
参
加
者
が
少
な
い

の
か
考
え
ま
し
た
。

・
反
対
だ
か
ら
行
か
な
い
。（
説

明
を
聞
か
な
い
ま
ま
決
め
つ
け
）

・
説
明
会
を
知
ら
な
い
。

・
行
か
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
も
っ
と
人
に
説
明
会

に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
も
考
え

ま
し
た
。

・
説
明
会
に
来
て
も
ら
う
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
配
る
。

・
も
っ
と
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
を
す
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
こ
と
と
し
て
、
久
住
小
学

校
の
６
年
生
の
よ
う
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

市
議
会
傍
聴

　

後
日
、
子
ど
も
た
ち
は
市
議
会

の
傍
聴
に
市
役
所
を
訪
れ
、
議
場

で
行
わ
れ
る
質
問
や
答
弁
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　今回は、社会科の授業でケーブルテレビ事業を題材に学習
している市立久住小学校の６年生の教室を訪ね、子どもたち
の意見や考えを聞くことができましたので、紹介します。
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つ
れ
づ

 

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

　
現
在
、
竹
田
市
内
で
は
、
竹
田

交
通
㈱
が
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
過
疎
化
や
マ

イ
カ
ー
の
普
及
等
に
よ
り
、
ど
の

路
線
も
乗
客
が
少
な
く
大
幅
な
赤

字
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
と
も
な
い
次
の
７
路
線
が
６
月

末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
路
線
に
つ
い
て
も
今
後
廃
止

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
廃
止
路
線

　
竹
田
交
通
〜
久
保
線

　
竹
田
市
役
所
〜
渡
瀬
線

　
竹
田
市
役
所
〜
倉
木
線

　
竹
田
市
役
所
〜
神
原
線

　
竹
田
市
役
所
〜
刈
小
野
線

　
竹
田
交
通
〜
雉
ヶ
平
線

　
玉
来
〜
高
伏
〜
直
入
支
所
線

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行

　
公
共
交
通
機
関
は
、
特
に
高
齢

者
や
子
ど
も
な
ど
自
動
車
を
運
転

し
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
す
。
そ

こ
で
、市
で
は
市
民
の「
交
通
手
段
」

を
確
保
す
る
た
め
、
廃
止
さ
れ
た

７
路
線
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス（
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
）を
試

行
し
ま
す
。
こ
の
バ
ス
は
ど
な
た

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
市

役
所
へ
の
用
事
、買
い
物
、通
学
・

通
院
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試

行
は
、
竹
田
交
通
㈱
へ
運
行
を
委

託
し
ま
す
。
バ
ス
は
竹
田
交
通
㈱

の
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

　
※
当
初
は
、
今
ま
で
竹
田
交
通

㈱
が
運
行
し
て
い
た
便
数
、
時
刻
、

運
賃
の
と
お
り
に
運
行
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
利
用
状
況
調
査
に

よ
り
運
行
回
数
等
の
見
直
し
、
廃

止
も
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

 

み
ん
な
で
地
域
交
通
を
守
ろ
う

　
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
減
ら
す
こ

と
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
量
を
抑
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
大
切
な
交
通
手
段
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
も
、
そ

し
て
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎
63‒

４
８
０
１

◇
病
院
に
行
く
為
に
週
に
１
回
程

度
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今

は
路
線
バ
ス
が
あ
る
か
ら
助
か
り

ま
す
が
、
家
族
が
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
無
く
な
る
と
困
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
80
代
・
女
性
）

◇
学
校
に
通
う
の
に
毎
日
利
用
し

て
い
ま
す
。
部
活
を
し
て
い
る
の

で
も
う
少
し
遅
い
時
間
の
便
が
あ

る
と
便
利
で
す

　
　
　
　（
10
代
・
高
校
生
男
子
）

利用者の声

緑の募金事業のお知らせ
　21世紀は「環境の世紀」、「森林の世紀」とも言われてい
ます。森林や緑は、生活用水の確保、良好な生活環境の整
備、緑とのふれあい等の面でその役割が一層認識され、環
境保全等公益的機能に対する期待は高まっています。緑の
募金は森林や緑を育てる活動に役立っています。竹田市で
は、春と秋の年２回、苗木の無料配布及び公共施設や自治
会の集会所周辺・公園等への植栽に利用されています。
○ 18年度事業実績
　春・秋の苗木無料配布　1,327 本
　公共施設や自治会の集会所周辺・公園等への植栽　６団
　体（自治会）　448 本
○ 18年度募金実績

家庭募金
（100 円／戸）

一般募金（緑化木配布・イベ
ント等における募金等）

竹田地域 554,200 37,535
荻 地 域 96,600 19,691
久住地域 122,200 22,313
直入地域 61,000 23,041
計 834,000 102,580

公
共
交
通
機
関
を
も
っ
と
利
用
し
よ
う

　
今
年
は
入
梅
が
遅
く
、
田
ん
ぼ
に

も
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
な
ど
農
作

物
の
生
育
が
気
が
か
り
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
年
の
７
月
に
は
過
去
幾

度
と
な
く
大
雨
の
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。

　
竹
田
で
大
変
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
昭
和
57
年
災
害
、
平
成
２
年
、
平

成
３
年
災
害
も
す
べ
て
７
月
に
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
喉
も
と
過
ぎ
れ
ば
、

と
か
く
人
間
は
災
い
を
忘
れ
が
ち
で

す
が
、
掛
替
え
の
な
い
命
で
す
か
ら

あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
決
め
て
お

き
、
是
非
早
め
の
避
難
を
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
洪
水
の
時
は
荒
れ
狂
う
川
も
今
は

河
鹿
が
心
地
よ
い
音
色
を
渡
ら
せ
て

い
ま
す
。
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館
の
お
知
ら
せ

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
を
ご
愛

顧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
お
客
様
に
気
持
ち

よ
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

人
体
や
環
境
に
配
慮
し
た
洗
剤
で

清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、
浴
槽
内

の
お
湯
を
毎
日
入
れ
替
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
は
、

温
泉
成
分
が
付
着
し
た
配
管
な
ど
、

日
頃
清
掃
で
き
な
い
部
分
の
清
掃

や
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

４
日
間
の
休
館
で
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館
日

　

７
月
９
日
㈪
〜
12
日
㈭

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　

☎
64‒

１
１
２
６
（
イ
イ
フ
ロ
） 竹田温泉「花水月」

竹田市企業の育成及び誘致促進に関する条例が改正されました
　竹田市は既存企業の育成及び企業誘致促進の観点から、「竹田市企業の育成及び誘致促進に関する条例」
の改正を行いました。助成措置を拡大することにより、竹田市の工業の振興、雇用の増大を図ることを
目的としています。
　主な改正内容は、適用対象業種を追加し、取得面積や雇用者要件を緩和しました。また、助成内容に
投資額や新規雇用者に対する助成項目を新設しました。実施時期は、７月１日からです。
　詳細は下の表でご確認ください。
●お問い合せ　企画情報課まちづくり推進係　☎ 63‒4801

改　　　正　　　前 改　　　正　　　後

適 用 対 象
①市内に工場を新設、増設、又は移転しようとする
　者

①同

②製造業 ②製造業及び情報通信業

助成措置要件
※全てに該当
　することが
　条件

①工場用地を新たに取得し、かつ、工場用地に工場
　の新設、増設又は移転をし、当該工場で操業開始
　をしていること。

①工場用地（建物含む。）を新たに取得（建物の賃
　借含む。）し、かつ、工場用地に工場の新設、増
　設又は移転をし、当該工場で操業開始をしている
　こと。

②取得面積
　新設、移転　2,000 ㎡以上
　増設　　　　　500 ㎡以上

②取得面積（新設、移転、増設問わず）
　製造業　　　500 ㎡以上
　情報通信業　100 ㎡以上

③雇用者（市内在住を問わず）
　新設　20人以上の増加
　既存企業　30人以上の増加

③新規雇用者（市内に住民票を有する労働者）
　新設・既存企業　5人以上

④工場用地を取得した日から、３年以内に操業開始。④同

⑤なし ⑤投資額　2,500 万円を超えていること。
⑥大分県生活環境の保全に関する条例、その他関係
　法令に違反しないこと。

⑥同

助成措置内容

①固定資産税の課税免除又は不均一課税 ①同

②用地取得費に対する助成
　工場用地の取得に要した経費（土地代金）
　造成済　10分 3を乗じて得た額
　未造成　10分 5を乗じて得た額
　（限度額 : 雇用者の増加数に応じ）
　20～ 30人　2,000 万円
　30～ 50人　3,000 万円
　50人以上　　5,000 万円

②用地取得費に対する助成
　工場用地の取得に要した経費（土地代金）
　造成済　10分 3を乗じて得た額
　未造成　10分 5を乗じて得た額
　（限度額 :新規雇用者の増加数に応じ）
　5 ～ 20 人未満　　 1,000 万円
　20～ 30人未満　　2,000 万円
　30～ 100 人未満　3,000 万円
　100 人以上　　　　5,000 万円

③投資額に対する助成
　制度なし

③投資額に対する助成
　投資額（所得税法施行令第６条第１号から第７号
　に掲げる減価償却資産費用）に100分5を乗じて
　得た額
　（限度額：新規雇用者の増加数に応じ）
　5人以上～ 30人未満　500 万円
　30 人以上　　　　 　1,000 万円

④新規雇用者に対する助成
　制度なし

④新規雇用者に対する助成
　新規雇用者数に 10万円を乗じて得た額
　（限度額 : なし）
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第
40
回
全
国
高
等
学
校

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

日
程　

８
月
８
日
㈬
〜
11
日
㈯

開
催
地　

多
久
市

【
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
男
子
）】

　

下
鶴　

翔
（
３
年
）

【
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
女
子
）】

　

羽
田
野　

博
美
（
２
年
）

　

堀　

芙
実
香
（
２
年
）

　

吉
良　

佳
子
（
２
年
）

　

小
野　

希
望
（
２
年
）

第
31
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭

　

７
月
31
日
㈫
か
ら
８
月
３
日
㈮

に
か
け
て
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る

第
31
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
出
場
す
る
生
徒
た
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

【
竹
田
高
校
民
俗
部
】

　

足
立　

桂
（
２
年
）

　

中
津　

ま
ど
か
（
２
年
）

　

佐
保　

里
美
（
２
年
）

　

塩
崎　

雪
絵
（
２
年
）

　

添
田　

剛
広
（
２
年
）

【
竹
田
高
校
書
道
部
】

　

羽
田
野　

め
ぐ
み
（
３
年
）

　

細
井　

美
沙
子
（
３
年
）

【
竹
田
高
校
吟
詠
同
好
会
】

　

佐
藤　

瑠
璃
（
３
年
）

　

堀　

真
奈
美
（
３
年
）

　

真
田　

英
里
子
（
３
年
）

　

熊
野　

崇
裕
（
３
年
）

　

出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
健

闘
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
52
回
全
国
高
等
学
校

　

弓
道
競
技
大
会

日
程　

８
月
４
日
㈯
〜
７
日
㈫

開
催
地　

唐
津
市

【
竹
田
高
校
弓
道
部
（
男
子
）】

　

戸
次　

翔
（
３
年
）

　

清
水　

駿
介
（
３
年
）

　

橘　

俊
樹
（
２
年
）

　

柳
井　

秀
俊
（
３
年
）

　

板
井　

勇
樹
（
３
年
）

　

志
賀　

駿
（
３
年
）

　

原
田　

翔
平
（
２
年
）

第
25
回
九
州
北
部
地
区
対
抗

　

親
善
少
年
柔
道
大
会

　

６
月
17
日
㈰
に
長
崎
市
で
開
催

さ
れ
た
第
25
回
九
州
北
部
地
区
対

抗
親
善
少
年
柔
道
大
会
に
、
田
辺

周
平
く
ん

（
都
野
小

５
年
）
が

出
場
し
ま

し
た
。

Ｔ
Ｋ
Ｕ
旗
全
日
本
選
抜
野
球
大
会

　

硬
式
野
球
チ
ー
ム
の
大
分
西
南

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
に
所
属
す
る
穴
見

雄
大
君
（
竹
田
中
３
年
）
と
安
藤

駿
君
（
竹
田
南
部
中
１
年
）
が
、

７
月
26
日
㈭
か
ら
愛
知
県
で
開
か

れ
る
Ｔ
Ｋ
Ｕ
旗
全
日
本
選
抜
野

球
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
穴
見
君

は
「
九
州
代
表
と
し
て
一
戦
一
戦

真
剣
に
プ
レ
ー
し
、
上
位
を
目
指

し
ま
す
」、
安
藤
君
は
「
試
合
に

は
出
れ
る

か
わ
か
ら

な
い
で
す

が
、
先
輩

た
ち
を
頑

張
っ
て
応

援
し
ま
す
」

と
語
っ
て

く
れ
ま
し

た
。

竹田高校弓道部の皆さん

竹田高校山岳部の皆さん

竹田高校アーチェリーの皆さん

竹田高校書道部・吟詠同好会の皆さん 竹田高校民俗部の皆さん

平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

　

８
月
に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る

平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）に
出

場
す
る
選
手
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

第
51
回
全
国
高
等
学
校

　

登
山
競
技
大
会

日
程　

 

８
月
16
日
㈭
〜
20
日
㈪

開
催
地　

佐
賀
市
ほ
か

【
竹
田
高
校
山
岳
部
（
男
子
）】

　

日
小
田　

拓
也
（
２
年
）

　

富
高　

雅
史
（
２
年
）

　

後
藤　

祐
二
（
２
年
）

　

藤
田　

尚
紀
（
２
年
）

【
竹
田
高
校
山
岳
部
（
女
子
）】

　

野
仲　

真
理
子
（
２
年
）

　

五
十
嵐　

純
（
２
年
）

　

志
賀　

愛
（
２
年
）

　

岩
本　

佳
菜
子
（
２
年
）

夢は大きく
九州・全国へ 
　この夏、様々な分野から
九州・全国大会に出場する
子どもたちをご紹介します。
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三重農業・
三重総合高等学校

久住分校
南　部
幼稚園

 

地
域
に
密
着
し
た

　
　

専
門
高
校
と
し
て

　

本
校
は
、
新
設
さ
れ
た
三
重
総

合
高
校
の
分
校
と
し
て
、
２
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
生

徒
数
は
１
０
８
名
、
教
職
員
数
は

22
名
で
す
。

　

小
規
模
校
な
が
ら
、
立
地
条

件
を
最
大
限
に
生
か
し
た
農
業

教
育
お
よ
び
環
境
教
育
に
邁
進

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
や
小

中
学
校
と
連
携
し
た
活
動
を
通

じ
て
「
地
域
に
密
着
し
た
専
門

高
校
」
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
大
船
・
黒
岳
清
掃

登
山
や
年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
は
じ
め
、
久
住
荘
へ
の
訪

問
活
動
や
毎
朝
の
挨
拶
運
動
等

は
、
多
く
の
方
々
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
昭
和
23
年
の
創
立
以

来
60
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
今
後
も
、
特
色
あ
る
専

門
高
校
と
し
て
前
進
し
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 （
清
末
隆
文
）

 

響
く
歓
声
！　

子
ど
も
が

 

健
全
に
育
つ
地
域
の
拠
点
に
！ 

　

淡
い
グ
リ
ー
ン
の
ゆ
る
や
か
に

カ
ー
ブ
し
た
屋
根
、
県
産
材
を

使
っ
た
温
も
り
の
あ
る
床
や
壁
、

広
々
と
し
た
園
庭
。
南
部
幼
稚

園
は
平
成
18
年
２
月
に
完
成
。

本
年
度
は
待
望
の
プ
ー
ル
も
園

舎
の
す
ぐ
裏
に
完
成
し
、
プ
ー
ル

開
き
か
ら
園
舎
の
周
り
は
歓
声

が
響
き
ま
す
。

　

モ
ダ
ン
な
建
物
に
３
世
帯
同

居
？
す
こ
や
か
広
場
に
、
午
前

中
は
「
つ
ど
い
の
広
場
」
で
乳

幼
児
が
保
護
者
と
集
い
ま
す
。

園
児
が
元
気
に
の
び
の
び
と
活

動
し
て
い
る
と
小
さ
な
か
わ
い

い
顔
が
の
ぞ
き
ま
す
。
午
後
は

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
設
置
さ
れ
、

園
児
と
小
学
生
が
集
い
ま
す
。

　

地
元
の
君
ケ
園
老
人
ク
ラ
ブ

と
は
一
年
間
を
通
し
て
交
流
が

あ
り
、
地
域
に
身
守
ら
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
日
々
成
長
し
て
い

ま
す
。 

い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
響
き
わ
た
る
南
部
幼
稚

園
で
す
。　
　
（
深
田
佳
寿
子
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

教
育
委
員
長
に
岩
屋
庄
一
さ
ん

　

６
月
４
日
㈪
、
竹
田
市
教
育
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
長

に
岩
屋
庄
一
委
員
（
直
入
・
冬
田
）

を
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
大
石

裕
子
委
員
（
竹
田
・
倉
木
下
）
を

選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
邉
直
勝
委
員
（
久
住
・

湯
の
上
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

岩屋庄一教育委員長

 

登
録
有
形
文
化
財

　

築
後
50
年
を
経
過
し
て
い
る
建

造
物
の
う
ち
、
国
土
の
歴
史
的

景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
し

て
、
吉
川
家
住
宅
が
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
家
住
宅
は
、
明
治
11
年
に

造
り
酒
屋
を
営
む
た
め
に
建
て
ら

れ
、
そ
の
後
、
明
治
41
年
、
大
正

10
年
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
は
主
屋
、
土
蔵
、
倉
庫
と
中
庭

で
構
成
さ
れ
、
市
内
の
町
屋
を
代

表
す
る
建
造
物
で
す
。

　
　
　
　

公
園
、
庭
園
そ
の
他
の

　
　
　

名
勝
地
の
う
ち
、
広
く
知

　
　
　

ら
れ
た
も
の
で
、
か
つ
再

　
　
　

現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な

　
　
　

い
も
の
と
し
て
白
水
の
滝

　
　
　

が
登
録
記
念
物
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

白
水
の
滝
は
滝
筋
が
多
く
、
１

段
目
は
高
さ
約
20
㍍
、
幅
約
19
㍍
、

２
段
目
は
高
さ
約
17
㍍
、
幅
約
20

㍍
あ
り
ま
す
。
歴
代
の
岡
藩
主
も

立
ち
寄
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
落
水
は
岩
盤
を
つ
た
っ

て
流
れ
、
白
く
見
え
ま
す
。

吉川家住宅（竹田・上町）

白水の滝（荻・陽目）

登録記念物
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㉒

　
久
住
町
内
に
は
、
歌
碑
が
18

基
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
最
初

に
目
に
す
る
の
は
、
久
住
総
合

支
所
前
庭
の
筑
紫
久
嶺
の
歌
碑

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
35
年

に
建
立
さ
れ
、
次
の
辞
世
の
歌

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
淡
雪
の

　つ
い
に
は
か
な
き

　
　
命
な
り

　
消
え
な
ば
花
の

　
　
　
　
上
に
消
え
な
む

　
明
治
中
期
、
時
代
に
即
応
し

た
短
歌
を
と
、
全
国
的
に
「
新

派
和
歌
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
。

中
央
歌
壇
の
動
き
に
呼
応
し
て

大
分
県
の
先
駆
者
的
役
割
を
果

た
し
た
の
が
筑
紫
久
嶺
で
あ
る
。

　
久
嶺
は
明
治
14
年
久
住
町
に

生
ま
れ
た
。
久
住
小
時
代
は
、

か
な
り
感
受
性
が
強
く
、
そ
の

頃
か
ら
古
典
文
学
や
文
芸
作
品

に
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
明
治
29
年
、
県
立
大
分
中
学

（
現
上
野
丘
高
校
）
に
入
学
す

る
が
、
３
年
時
、
校
長
排
斥
運

動
の
責
任
者
と
し
て
停
学
処
分

を
受
け
た
。
彼
は
憤
然
と
し
て

退
学
し
、
東
京
の
中
学
に
転
校

す
る
。
だ
が
病
を
得
て
帰
郷
し
、

県
立
竹
田
中
学
に
転
入
し
た
。

薄命の歌人　筑
ち く

紫
し

久
きゅう

嶺
れ い

卒
業
後
、
明
治
35
年
大
分
中
正

月
報
の
記
者
と
な
っ
た
。

　
在
学
中
の
久
嶺
は
学
業
に
は

目
も
く
れ
ず
、
文
学
に
熱
中
し

数
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
。

彼
の
文
才
は
徳
富
蘇
峰
、
蘆
花

に
認
め
ら
れ
、
指
導
も
受
け
た
。

　
ま
た
後
年
、
政
治
家
、
芸
術

家
と
し
て
名
を
な
し
た
方
た
ち

と
の
親
交
も
深
い
も
の
が
あ
り
、

数
々
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
久
嶺
の
病
は
、
肺
結
核
へ
と

進
行
し
、
久
住
で
の
闘
病
生
活

に
入
っ
た
。そ
し
て
明
治
37
年
、

永
眠
し
た
。
23
歳
の
若
さ
で
、

あ
ま
り
に
も
短
い
生
涯
だ
っ

た
。

　
ひ
た
す
ら
に
美
を
追
い
求

め
、
正
義
を
愛
し
た
情
熱
の

歌
人
筑
紫
久
嶺
は
久
住
の
大

自
然
の
懐
に
抱
か
れ
て
静
か

に
眠
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　 （
志
賀
静
哉
）

　
次
世
代
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
支
え
る
で

あ
ろ
う
、
若
手
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｏ
２
は
、
現
在
、

大
阪
１
か
月
公
演
で
奮
闘
中
で
あ

る
。
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
、
普

段
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

に
お
会
い
で
き
な
い
藤と

う
し
ゃ舎

次じ
し
ょ
う生
先
生
の
自
宅
に
お
し
か
け
て

笛
の
師
事
を
受
け
て
い
る
。

　
師
の
教
え
の
中
で
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
楽
器
本
来
の
音
（
竹
の
音
）
を

鳴
ら
す
こ
と
。
誰
と
で
も
同
じ
で

は
ダ
メ
だ
！
音
（
音
色
）
は
そ
れ

ぞ
れ
が
違
う
は
ず
で
あ
る
。」

　
音
（
音
色
）
に
こ
だ
わ
り
、
そ

の
楽
器
を
鳴
ら
す
こ
と
。
楽
器
本

来
の
音
色
こ
そ
が
、
音
楽
（
感
情
）

を
表
現
で
き
る
と
い
う
。

　
ひ
た
す
ら
、Ｔ
Ａ
Ｏ
１
に
学
び
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
１
の
マ
ネ
を
し
て
き
た
Ｔ

Ａ
Ｏ
２
が
、
今
、
自
ら
の
音
楽
を

探
し
始
め
た
。
彼
ら
の
中
に
あ
っ

た
先
輩
へ
の
憧
れ
は
、
強
固
な
プ

ロ
意
識
と
し
て
変へ

ん
ぼ
う貌

し
て
い
く
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
目
指
し

て
走
り
続
け
て
い
る
私
た
ち
の
火

種
は
、
次
世
代
に
着
々
と
受
け
継

が
れ
る
手
ご
た
え
を
感
じ
る
。

　
結
成
当
初
夢
み
た
、
故
郷
竹
田

市
久
住
高
原
に
プ
ロ
の
演
奏
家
を

輩
出
す
る
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
だ

と
予
感
し
て
い
る
。

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
佐
藤
健
治
）

ちょっと
　よりみち

「新しい風をかんじて」

筑 紫 久 嶺

第22回

　
ま
た
ま
た
″
か
な
り
〞
よ
り
み

ち
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
Ｔ

Ｖ
局
の
取
材
に
同
行
し
て
、
先
輩

方
と
大
船
山
・
平
治
岳
へ
初
め
て

登
っ
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
。
花
を
近
く
で
撮
影

し
て
も
、
思
っ
た
ほ
ど
美
し
く
撮

れ
な
い
っ
て
ご
存
知
で
す
か
。

　
今
年
は
開
花
時
期
が
ま
ち
ま
ち

で
長
く
楽
し
め
る
け
れ
ど
、「
辺

り
一
面
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
」

っ
て
ほ
ど
で
は
な
い
ら
し
い
。

ミヤマキリシマの美しい平治岳

T
た お

AO
.

どっと

　コ
こ ら む

ラム
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3日～7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと454日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

ドーピング研修会のお知らせ
　おおいた国体から全競技がドーピング検査
の対象となりますが、ソフトボール競技では、
今年９月に開催の全日本総合女子ソフトボー
ル選手権大会も対象となります。そこで大会
関係者をはじめ、多くの方にドーピングにつ
いて学んでいただく研修会を開催します。
　日　時　7月 6日㈮　16:00 ～ 18:30
　場　所　竹田市民球場会議室
　内　容　講義と講習
　講　師　
　　石橋　千和氏
　　　（㈶日本ソフトボール協会医事委員）
　　安永　　昭氏
　　　（大分県ソフトボール協会医事委員）
　問い合わせ先　国体推進室　☎ 63-4822

One for All，All for One
　　～ラグビーを観戦する前に！～

　
　

ラ
グ
ビ
ー
は
、
縦
１
０
０

　

㍍
以
内
、
横
70
㍍
以
内
の
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
、
１
チ
ー

　

ム
15
名
で
構
成
し
、
得
点
を

　

競
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
の
基

　

本
は
、
ボ
ー
ル
を
持
つ
と
前

に
投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
持
っ
て

走
る
か
、
足
で
蹴
る
か
、
後
ろ

に
パ
ス
を
し
な
が
ら
前
進
し
て

い
き
ま
す
。
相
手
チ
ー
ム
の
イ

ン
ゴ
ー
ル
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
に

ト
ラ
イ
を
す
る
と
得
点
に
な
り

ま
す
。

得
点
の
仕
方

ト
ラ
イ　
（
５
点
）

　

相
手
の
イ
ン
ゴ
ー
ル
内
に
ボ

　

ー
ル
を
つ
け
る

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
キ
ッ
ク（
２
点
）

　

ト
ラ
イ
の
後
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス

　

ト
内
に
ボ
ー
ル
を
け
り
込
む

ペ
ナ
ル
テ
ィ
キ
ッ
ク　
（
３
点
）

　

相
手
の
反
則
で
得
た
ペ
ナ
ル

　

テ
ィ
で
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
内
に

　

け
り
込
む

ド
ロ
ッ
プ
キ
ッ
ク　
（
３
点
）　

　

ボ
ー
ル
を
地
面
に
バ
ウ
ン
ド

　

さ
せ
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
内
に

　

け
り
込
む

　

ラ
グ
ビ
ー
の
勝
敗
の
ポ
イ
ン

ト
は
「
陣
取
り
ゲ
ー
ム
」。
得

点
で
き
る
可
能
性
が
高
い
相
手

陣
地
で
い
か
に
長
い
間
プ
レ
ー

す
る
か
が
大
切
で
す
。
ト
ラ
イ

を
決
め
る
た
め
に
、
15
人
が
力

を
合
わ
せ
て
ボ
ー
ル
を
運
び
ま

す
。
時
に
は
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
い
な
が
ら
攻
防
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
ゴ
ー
ル

に
ボ
ー
ル
を
つ
け
た
と
同
時
に

湧
き
上
が
る
喜
び
、
歓
声
。
こ

れ
が
ま
さ
に
「
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
っ
た
瞬
間
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
感
動
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
体
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

No. ポジション
１ 左プロップ
2 フッカー
3 右プロップ
4 左ロック
5 右ロック
6 左フランカー
7 右フランカー
8 ナンバーエイト
9 スクラムハーフ
10 スタンドオフ
11 左ウィング
12 左センター
13 右センター
14 右ウィング
15 フルバック

　様々な場面でよく聞くフレーズですが、ラグビーでは特
に有名な言葉です。「一人はみんなのために、みんなは一人
のために」という意味ですが、なぜこの言葉が使われるの
でしょうか。

頑張れ！未来の国体選手!!
～竹田高校弓道部～
　的を目の前にした時、
それまでのあどけない表
情が一転、厳しい目つき
に変わる…。
　インターハイや九州大
会出場という経験をもつ
弓道部は現在３学年48人が活動をしています。毎日、キャプテ
ンの板井勇樹君（3年）を中心に自分たちで目標を立てて練習し
ています。先日行われたインターハイ予選では、男子団体チー
ムが優勝、個人で橘俊樹君（２年）が２位に入りインターハイ
出場を決めました。それぞれがカバーしあいながらつかんだ夢
切符。「全員で優勝を勝ち取りたい！」と力強く目標を語ってく
ださいました。
　また、国体最終選考会では橘俊樹君が優勝、後藤加奈さん（３
年）が２位に入り、九州ブロック国体出場を果たしました。先輩
たちが作り上げた伝統をしっかり受け継いでいる弓道部、ますま
す活躍が期待できそうです。（部員とキャプテンは５月現在です）

（図：sports-rule.com
　　　HPを参照）
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プレイバック剛健国体
 第4回　長嶋　悦子（旧姓滝口）さん
　　　　　（ソフトボール少年女子・山形県
　　　　　　　代表選手）

竹
田
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
！

　
　
　
〜
き
れ
い
な
町
で
お
も
て
な
し
〜

国
体
や
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
な
ど

で
竹
田
市
を
訪
れ
る
方
を
気
持
ち

よ
く
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
環
境
美

化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
31

日
に
竹
田
地
域
内
を
中
心
に
ゴ
ミ

フ
大
会
が
行
わ
れ
、早
朝
か
ら
多
数

の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
８
月
に
久
住
地
域
で
１
日

清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
、各
地
域
で

様
々
な
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

《
環
境
美
化
に
一
役

　エ
コ
マ
ネ
ー「
め
じ
ろ
ん
」》

《めじろん応援隊》
環境美化運動 参加者大募集！
　ラグビーフットボール、ソフトボールのリ
ハーサル大会の期間中、会場に訪れた人をき
れいな環境でおもてなしをします。環境美化
活動に参加していただける方を大募集いたし
ます。

　募集内容
期日
　ラグビーフットボール　８月17日㈮～21日㈫
　ソフトボール　　　   ９月20日㈭～23日㈪
場所　竹田市総合運動公園内
　　　直入総合運動公園内
　　　荻小学校内

　業務内容　大会期間中、会場内に装飾してい
　る花のプランターに水やりなどの管理・維
　持、ゴミ拾いなどの環境美化運動をしてい
　ただきます。参加は一人でもグループでも
　かまいません。
　多くの参加をお待ちしております。
申込・お問合せ先　国体推進室　☎ 63-4822

で希望する
場　　　所｝

ゴミフ大会の様子

山岳ボルダリング教室開催
　おおいた国体から新しく始まる山岳競技のボ
ルダリング競技施設が７月末に仮完成します。
　いち早く、皆さんへ施設を公開し、競技の楽
しさを体験していただきます。
期　　日　８月４日㈯
日程・内容　受付　8時 30分から
　　　　　　競技紹介、市民対象の体験教室、
　　　　　　県内高校生対象のミニコンペ
会　　場　竹田高等学校山岳競技場（修道会館内）
参加資格　竹田市民及び県内の高校生
申込期限　7月 20日㈮
そ の 他　体験教室参加の方は体育館シューズ
　　　　　をご持参ください。
　　　　　詳しくは、6月の自治会長あて文書で
　　　　　班回覧したチラシをご覧になるか下記
　　　　　までお問い合わせください。
申込・問合せ先　国体推進室
　☎ 0974-63-4822　℻0974-62-3488

　
県
が
推
進
す
る

環
境
保
全
運
動
の

際
に
配
布
さ
れ
る

の
が
エ
コ
マ
ネ
ー

「
め
じ
ろ
ん
」。
一

つ
の
活
動
に
参
加

す
る
と
「
10
め
じ

ろ
ん
」
が
交
付
さ

れ
、
ポ
イ
ン
ト
が
集
ま
る
と
め
じ
ろ

ん
グ
ッ
ズ
と
交
換
で
き
ま
す
。
身
近

な
活
動
と
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
が

あ
り
ま
す
。

　
竹
田
市
で
は
環
境
美
化
運
動
を
行

う
際
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
共
通
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
取
り
扱
い
店
舗

・
Ａ
コ
ー
プ
み
や
こ
の
店

・
サ
ン
リ
ブ

・
マ
ル
シ
ョ
ク

・
ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
竹
田
店

・
マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
竹
田
店

　大分国体が終わった昭和 41年11月
初め、麻生さんの元に一通の手紙が届き
ました。差出人は「山形県：滝口悦子」。麻生さんが小
学校のグラウンドでサインをもらった「お姉さん選手」
でした。
　便せん３枚に綴られた国体の思い出、可愛らしい手描
きのイラストと一緒に送られてきました。そこには、３
年間の厳しい練習と達成感、竹田で過ごした楽しい思い
出、試合ができたことの感謝などいろいろな思いが丁寧
な文章から伝わってきました。それは 40 年たった現在
も色あせることなく…。
　長嶋さんは、山形市立山形商業高等学校の選手でした。
内野、外野もできるオールラウンドプレイヤーでチーム
をインターハイ３位に導き、国体にも高校２年から３年
連続で出場、23歳まで続けたそうです。国体の印象は「試
合よりも、岡城でみんなで歌を歌ったり、城跡を歩いた
りしたことのほうが強く残っています（笑）」と高校生選
手らしい感想が返ってきました。この交流について「40
年も続くなんて本当に不思議な気持ちです。でも、何ら
かの形でつながっていると言うことはとても素敵なこと
です。なにかのきっかけでソフトボールに興味を持って
くれることはうれしいことですしね」と言います。「ま
たいつか、竹田に訪れたいですね」とあの時を懐かしむ
ように語ってくださいました。

　時代は変われども、お二人の心の中は当時の気持ちの
まま変わらず、これからも絆が続いていくのでしょうね。
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まちの話題

祭り会場

田植えの様子

基盤整備の説明 硫　黄　山

坊ガツル湿原

ガニ湯

松田教授（札幌国際大）の講演

議論を聞く観衆

第3回源泉かけ流し
全国温泉サミット in 長湯

　
『
現
代
版
湯
治
場
再
生
』
〜

心
を
洗
う
記
憶
の
中
の
湯
治
場

〜
と
題
し
、
第
３
回
源
泉
か
け

流
し
全
国
温
泉
サ
ミ
ッ
ト
in
長

湯
が
、
６
月
13
日
㈬
か
ら
14
日

㈭
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

13
日
に
は
、
㈱
長
湯
歴
史
温

泉
伝
承
館
「
万
象
の
湯
」
で
前

夜
祭
が
、
14
日
は
直
入
中
央
公

民
館
に
会
場
を
移
し
、
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
開
催
地
特
別
議

題
と
し
て
「
炭
酸
泉
日
本
一
の

定
義
と
、
温
泉
関
係
者
（
源
泉

か
け
流
し
）
か
ら
見
た
見
解
で
、

日
本
、
世
界
を
代
表
す
る
炭
酸

泉
エ
リ
ア
は
ど
こ
か
」
に
つ
い

て
の
議
論
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
55
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き

　

６
月
３
日
㈰
、
久
住
山
山
頂
に

て
第
55
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き
山
頂

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
の
後
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
訪
れ
た

多
く
の
登
山
者
の
方
に
記
念
の
ペ

ナ
ン
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

※
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
開
花
状
況

　

は
、
環
境
省
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

第
１
回
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
基
盤
整

備
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ

に
、
第
１
回
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
５
月
17
日
㈭
に
竹
田
市
公
民

館
岡
本
分
館
で
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岡
本
地
区
の
食
材
を
使
っ
た

食
べ
物
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

第
13
回
南
河
内
ほ
た
る
祭
り

　

荻
町
南
河
内
公
民
館
で
、
６
月

２
日
㈯
、
第
13
回
南
河
内
ほ
た
る

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
の
ほ
か
に
も

子
ど
も
神
楽
や
そ
う
め
ん
流
し
、

金
魚
す
く
い
な
ど
も
行
わ
れ
、
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

円
形
分
水
と
古
代
米
田
植
え

　

６
月
２
日
㈯
、Ａ
Ｐ
Ｕ（
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
）
の
学
生
を
招
い
た

古
代
米
田
植
え
体
験
が
、
百
木
地

区
に
あ
る
円
形
分
水
前
の
田
ん
ぼ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
は
地
元
に
宿
泊
し
、
地
域

の
方
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。



15　2007年 7月発行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
竹
田
支
所
の
会
員
約
１
０
０

名
が
、
６
月
７
日
㈭
、
竹
田
市
総

合
運
動
公
園
・
高
鼻
公
園
・
直
入

総
合
運
動
公
園
の
３
か
所
に
分
か

れ
、
草
刈
り
や
剪
定
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

３
び
き
の
コ
ブ
タRETU

RN
S

　
６
月
17
日
㈰
、
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
劇
団
道
化
に

よ
る
「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
約
２
０
０
名
の
親

子
が
つ
め
か
け
、
観
客
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

3 びきのコブタの一幕

田
能
村
竹
田
生
誕
記
念
の
日

　
田
能
村
竹
田
生
誕
記
念
の
日
の

６
月
10
日
㈰
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

歴
史
資
料
館
に
は
多
く
の
方
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
竹
田
荘
公
園
で「
今

竹
田
今
山
陽
の
集
い
」
と
題
し
た

田
楽
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
が
田
楽
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

斜面の草刈りをする会員ギャラリートーク

男子の熱戦

荻
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
荻
地
域
恒
例
の
自
治
会
対
抗
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
６
月
16
日

㈯
に
女
子
〔
ミ
ニ
バ
レ
ー
〕、
17

日
㈰
に
男
子
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

女
子
Ａ
部
優
勝

　
恵
良
原 

男
子
Ａ
部
優
勝

　
恵
良
原 

美味しそうに焼けた田楽

日本一大賞に輝いた川村千恵子さん少年少女の部優勝　後藤菜月ちゃん

青年の部優勝　後藤愛夏さん高年の部優勝　大久保真一さん

　
６
月
16
日
㈯
か
ら
17
日
㈰
に
か

け
て
第
10
回
久
住
高
原
の
唄
日
本

一
大
会
が
、
久
住
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
16
日
の
予
選
大
会
に
は
、
青
年
・

壮
年
・
高
年
の
部
に
２
０
０
人
を

超
え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
17
日
の
決
勝
大
会
に
は
、
少
年

少
女
の
部
と
前
日
の
予
選
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
80
名
が
″
日
本
一
〞

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
日
本
一
大
賞
に
輝
い
た
川
村
さ

ん
の
涙
と
会
場
の
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

審
査
結
果

・
少
年
少
女
の
部

　
優
勝

　
後
藤

　
菜
月
ち
ゃ
ん

・
青
年
の
部

　
優
勝

　
後
藤

　
愛
夏
さ
ん

・
壮
年
の
部

　
優
勝
　
川
村
　
千
恵
子
さ
ん

・
高
年
の
部

　
優
勝
　
大
久
保
　
真
一
さ
ん

・
日
本
一
大
賞

　
川
村
　
千
恵
子
さ
ん

第
10
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

おしゃべりサロンリーダー会議

保健だより

ま
れ
た
方
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
に
接
種
が
完
了
す
れ
ば
公
費
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
実
施
方
法

　
協
力
医
療
機
関
で
の
、
個
別
接

種
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（
協
力
医
療
機
関
）

　
竹
田
医
師
会
病
院

　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒

３
２
４
１

　
竹
田
診
療
所

　
☎
62‒

４
０
１
４

　
佐
藤
医
院

　
　
☎
68‒

２
０
０
５

　
大
久
保
病
院

　
☎
64‒

７
７
７
７

　
伊
藤
医
院

　
　
☎
75‒

２
２
２
２

○
接
種
料
金

　
無
料
で
す
。

○
そ
の
他

 

・
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

 

・
接
種
希
望
日
の
体
調
等
に
つ
い

　
て
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
し
た
ら
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・
詳
し
く
は
７
月
回
覧
文
書
（
水

　
痘
・
流
行
性
耳
下
腺
炎
予
防
接

　
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

母と子・高齢者のよい歯のコンクール
　６月７日に「母と子のよい歯のコンクール」、12日
に「高齢者のよい歯のコンクール」が竹田保健所で開
催されました。
　結果は以下のとおりです。
○母と子のよい歯のコンクール
　　最優秀賞　野仲　美里さん
　　　　　　　　　　涼太くん
　　優 秀 賞　藤部　千賀子さん
　　　　　　　　　　優季乃さん
　　優 秀 賞　畑山　真寿美さん
　　　　　　　　　　紗知さん
○高齢者のよい歯のコンクール
　　最優秀賞　麻生　恵美子さん
　　優 秀 賞　吉野　博さん
　　最高齢者賞　児玉　義男さん
　最優秀賞の野仲美里さん・涼太くんと麻生恵美子さ
んは、７月７日に開かれる県大会に出場します。

野仲涼太くん・美里さん

麻生恵美子さん

「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」

　
近
年
、
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て

要
介
護
者
が
増
加
し
て
お
り
、
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
閉
じ
こ
も
り

や
う
つ
状
態
の
予
防
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
高

齢
者
同
士
が
地
区
の
公
民
館
な
ど

の
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
集
い
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
行
う

事
業
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
は
リ

ー
ダ
ー
を
中
心
に
し
た
、
参
加
者

の
自
主
的
な
活
動
で
す
。
内
容
や

時
間
な
ど
は
参
加
者
が
話
し
合
っ

て
き
め
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
料
理
に

手
芸
と
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
・
歯
科
・

運
動
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の

講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
が
身
近

な
場
所
に
集
ま
り
、
み
ん
な
と
お

し
ゃ
べ
り
し
、
笑
う
こ
と
で
た
く

さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

 

・
笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

 

・
人
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
で

　
認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

 

・
楽
し
い
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

　
は
、
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
に
な

　
り
ま
す
。

 

・
栄
養
・
歯
科
・
運
動
の
学
習
は

　
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま

　
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
」
が
活
発
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

み
ず
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

 

予
防
接
種
費
用
助
成
制
度

　
竹
田
市
で
は
、
感
染
症
の
ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
、
各
種
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
新
た
に
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
疾
病
に
よ

る
子
ど
も
の
身
体
的
負
担
や
、
予

防
接
種
に
か
か
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
「
み
ず

ぼ
う
そ
う（
水
痘
）」
と
「
お
た
ふ

く
か
ぜ（
流
行
性
耳
下
腺
炎
）」
も

対
象
に
加
え
、
事
業
内
容
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

事
業
の
内
容

○
対
象
者

　
竹
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
生
後

12
月
以
上
36
月
未
満
（
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
日
か
ら
３
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）
の
方
で
該
当

疾
患
に
か
か
っ
て
い
な
い
方
。

　
た
だ
し
平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
３
月
31
日
の
間
に
生
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今
年
３
月
、
広
報
た
け
た
折
り

込
み
チ
ラ
シ
の
中
で
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
平
成
19
年
度
介
護
保

険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
今

月
は
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
の
納
付

方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
方
は
、
普
通

徴
収
（
納
期
８
回
）
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
険
料
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
を
お
持
ち
の
う
え
、

指
定
の
金
融
機
関
も
し
く
は
税
務

課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
額
が

年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
、
あ
ら

か
じ
め
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す

る
方
法
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

○
８
月
分
ま
で
（
仮
徴
収
）

　

４
月
に
通
知
し
た
額
を
年
金
か

ら
天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
10
月
分
以
降
（
本
徴
収
）

　

昨
年
の
所
得
を
基
準
に
、
平
成

19
年
度
介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま

す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
受
給
の

　

方
も
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

　

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
65
歳
に
な
っ
た
方
、
所
得
段
階

　

に
変
動
の
あ
っ
た
方
、
転
入
さ

　

れ
た
方
等
に
つ
い
て
は
、
特
別

　

徴
収
と
普
通
徴
収
の
併
徴
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
社
会

に
お
け
る
介
護
を
、
自
助
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
支
え

る
目
的
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

65
歳
以
上
の
方
が
納
め
る
保
険
料

は
、
制
度
運
営
に
必
要
な
財
源
の

19
％
を
占
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し

て
納
期
内
納
付
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

料
を
納
付
し
な
い
で
い
る
と
、
未

納
期
間
に
応
じ
て
、
給
付
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や
納

付
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
険
課
介
護

保
険
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）

保
険
料
の
額
に
つ
い
て

　

税
務
課
課
税
係
（
内
線
１
２
５
）

納
付
に
つ
い
て

　

税
務
課
管
理
係
（
内
線
１
２
２
）

月

救急出場
件数（件）

搬送人員
（人） 市内受け入れ病・医院

県外・市外の受け入れ病院
豊後大野市内 大　　分　　市　　内 阿　蘇

市　内
（人）

計

（人）

内不搬
送件数
（件）

人数
左の内
転院搬
送人数

医師会

病　院

大久保

病　院

そ
の
他

計

（人）

公立お
がた総
合病院

県　立
三　重
病　院

小　計

（人）

三　愛

病　院

県　立

病　院

永　富
脳外科
病　院

中　村

病　院

日　赤

病　院

アルメ
イ　ダ
病　院

杉　村
記　念
病　院

分　大

医学部

そ
の
他

小　計

（人）

4 月 113 3 110 33 60 15 2 77 8 2 10 2 2 5 1 1 6 2 2 2 23 0 33
70.0％ 9.1％ 20.9％ 0.0％ 30.0％

5 月 105 9 98 35 44 15 3 62 14 2 16 3 2 3 2 2 5 0 1 2 20 0 36
63.3％ 16.3％ 20.4％ 0.0％ 36.7％

6/24
現在 85 7 80 17 17 17 2 36 18 2 20 8 1 7 1 1 2 1 2 0 23 1 44

45.0％ 25.0％ 28.8％ 1.3％ 55.0％

平成 19年度（4月～ 6月）救急患者・病院収容状況集計表　　　　　　　　　　　　　　（竹田市消防本部）

 
健
康
管
理
と
予
防
救
急
を

  

″
健
康
に
勝
る
宝
な
し
〞
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
病
気
に
な
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
言
葉
で

す
。
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康
は
、

健
康
診
断
等
を
受
け
て
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
自
己
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。
急
に
悪
く
な

っ
た
時
等
の
た
め
に
市
内
に
「
か

か
り
つ
け
医
」
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

作
業
や
運
動
等
を
す
る
と
き
は
、

事
前
に
体
調
を
整
え
て
お
く
こ
と

や
機
械
器
具
の
点
検
、
周
囲
の
状

況
を
入
念
に
調
査
し
て
怪
我
や
病

気
を
し
な
い
よ
う
「
予
防
救
急
」

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
か
ら
市
内
の
救
急
指
定
病

院
が
な
く
な
り
「
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
病
院
が
ど
こ
に
な
る
の

か
？
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
市
内
や
豊
後
大
野
市
内
の

病
院
で
70
％
近
く
受
け
入
れ
が
で

き
て
い
ま
す
。
大
分
市
内
ま
で
搬

送
す
る
の
は
転
院
搬
送
が
大
半
で

す
。
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
救
急
車

３
台
全
て
が
市
外
に
出
払
う
よ
う

な
状
況
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
　
　
（
竹
田
市
消
防
署
）
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みんなの
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竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

 

赤
十
字
奉
仕
団
団
員
募
集

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の

″
人
道
・
博
愛
〞
の
精
神
の
も
と
、

人
道
的
な
諸
活
動
を
実
践
し
よ
う

と
す
る
人
々
が
集
ま
り
結
成
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　

竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
過
去
の
災
害
を
教
訓

に
平
成
２
年
11
月
に
結
成
し
、
17

年
目
を
迎
え
ま
す
。
災
害
や
遭
難

な
ど
緊
急
時
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
の
資
格
を
持
っ
た
奉
仕
団
員

が
、
無
線
を
通
し
て
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

今
村
善
次　

☎
62-

２
６
５
６

 

さ
つ
き
花
季
展

　

竹
田
さ
つ
き
盆
栽
同
好
会
（
桑

島
明
生
会
長
）
が
主
催
す
る
さ
つ

き
花
季
展
が
６
月
３
日
㈰
か
ら
７

日
㈭
ま
で
、
竹
田
郵
便
局
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
し
い
花
を
つ
け
た
さ
つ
き
の

盆
栽
が
展
示
さ
れ
、
郵
便
局
を
訪

れ
る
方
の
目
を
惹
い
て
い
ま
し

た
。

　

会
員
の
一
人
は
、「
会
員
も
少

な
く
な
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
、

重
い
鉢
植
え
の
盆
栽
や
机
を
運
ん

だ
り
す
る
の
は
大
変
。
そ
れ
で
も

多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞　
５

 

応
募
作
品
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
、
自
慢
を
再

発
見
し
よ
う
と
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
（
大
分

朝
日
放
送
）
が
平
成
15
年
の
開
局

10
周
年
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大

分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
も
今
年
で

５
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

手
作
り
の
30
秒
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し

応
募
、
審
査
の
結
果
、
大
賞
を
受

賞
す
る
と
年
間
１
０
０
本
の
無
料

放
送
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

長
崎
や
愛
媛
で
も
50
本
無
料
放
送

さ
れ
ま
す
。
第
２
位
は
50
本
、
第

３
位
は
30
本
、
参
加
賞
で
も
10
本

の
無
料
放
送
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

竹
田
市
は
、
こ
れ
ま
で
市
を
中

心
と
し
て
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
第
１

回
で
は
大
賞
、
第
３
回
で
は
特
別

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
竹
田
市
自
慢
の
手
作

り
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

収
録
や
審
査
の
関
係
も
あ
り
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
早

め
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係

　

☎
63-

４
８
０
１

　

こ
れ
ま
で
旧
竹
田

市
の
市
議
ま
た
農
協

の
理
事
、
組
合
長
と

し
て
、
市
の
発
展
に

努
め
て
き
た
が
、
国

の
農
業
政
策
や
時
代

の
流
れ
に
は
逆
ら
え

ず
、
農
業
の
衰
退
や

農
村
の
疲
へ
い
が
進
み
、人
口
も

減
っ
て
い
っ
た
。
授
章
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
だ
が
、
反
省
す

る
点
も
多
い
。

　

竹
田
市
も
農
業
に
力
を
入
れ

て
欲
し
い
。
若
者
が
農
業
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
過

疎
対
策
に
も
な
る
の
で
は
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
事
業
に
尽
力
し
た

亡
き
父
肇
さ
ん
も
黄
綬
褒
章
を

授
章
し
て
お
り
、
親
子
二
代
の

授
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
苦
労
を
か
け
た
」

と
い
う
妻
の
富
美
さ
ん
と
二
人

暮
し
。
春
先
に
体
調
を
崩
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の

日
は
カ
ボ
ス
の
剪
定
作
業
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
趣
味
は

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
う
阿
南

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
方
で
す
。

　

平
成
19
年
春
の
叙
勲
で
、
阿

南
恒
男
さ
ん（
竹
田
・
次
倉
）が
、

国
家
又
は
公
共
に
対
し
、
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ

れ
る
旭
日
双
光
章
を
授
章
し
ま

し
た
。

　

阿
南
さ
ん
は
、
５
期
20
年
間

旧
竹
田
市
議
を
務
め
、
そ
の
後

市
体
育
協
会
会
長
の
ほ
か
、
大

分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
理

事
、
大
分
み
ど
り
農
業
協
同
組

合
理
事
、
組
合
長
を
歴
任
さ
れ
、

特
に
農
業
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
、
阿
南
さ
ん
に
時

間
を
さ
い
て
い
た
だ
き
、
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

阿
南
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
栄

誉
あ
る
章
を
い
た
だ
い
て
光
栄

で
す
。
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
精
進
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

Vol.

春の叙勲



図書館
から

7月の
お知らせ

誕
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・秘花　　　　　　　　　　　　　　   瀬戸内　寂聴
・ザボンの花　　　　　　　　　　　　   庄野　潤三
・ドリームバスター４　　　　　　　   宮部　みゆき
・キッチン・ルール　　　　　　　　   小林　カツ代
・笑って元気・続　　　　　　　　　　   矢野　大和
・小説こちら葛飾区亀有公園前派出所　　秋本　   治
・長野殺人事件　　　　　　　　　　　   内田　康夫
〔子どもの本〕
・うごいちゃだめ　　　　　　   Ｓ・Ｄ・シンドラー
・10ぱんだ　　　　　　　　　　　　　 岩合　光昭
・となりのイカン　　　　　　　　　   長谷川　義史
･魔女の宅急便５　　　　　　　　　　　角野　栄子
・あれこれたまご　　　　　　　　　とりやまみゆき
　　　　　　　　　　　ほか、70 冊購入しました。

　　　　

竹田市立図書館の休館
日は、2日㈪・
9日㈪・16日㈪・
23日㈪・27日㈮・
29日㈰・30日㈪
です。

　「おはなし広場」
日時　7月 11日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「勝っても負けても～41歳からの哲学～」
　　　　　　　　　  池田晶子　新潮社

　哲学とは何か？とい
うことを日常の言葉で
分かりやく語ってくれ
る池田さんの一冊。哲
学など知らなくてもき
っと何かに気づく大人
のための一冊です。

「しょうたとなっとう」
　　　　　　　   星川ひろこ　ポプラ社
　あのね、なっとうは毎日食べると元気いっぱい

になれるんだって！知
ってた？でもなっとう
がきらいな人はこのえ
ほんをよんでみてね！
きっと食べられるよう
になると思うよ！

　
　　

　

  「おはなしルーム」
日時　7月 4日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

竹田市の人口
（平成 19年 5月 31日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,865 人　 （－ 60人）
　男性　12,551 人　 （－ 17人）
　女性　14,314 人　 （－ 43人）
世帯数　10,687 世帯（－15世帯）

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

　
う
れ
し
い
悲
鳴
（
汗
）
↑
何
の
こ

と
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
答
え
は
こ

こ
と
次
の
ペ
ー
ジ
◇
本
当
に
過
疎
化

が
進
む
市
な
の
？
と
思
わ
せ
る
う
れ

し
い
話
題
な
の
に
◇
ご
家
族
の
皆
さ

ん
、
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
く
て
す
い
ま

せ
ん
。
◇
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
井
出
）

夏休みとしょかんまつり
日時：７月29日㈰　13:30 ～　場所：竹田市総合社会福祉センター
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い
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す
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広
報
た
け
た

郷土の植物

第28回

　

山
地
の
草
地
や
林り

ん
え
ん縁

な
ど
に

生
育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
の
多

年
草
で
す
。
茎く

き

は
数
本
枝
分
か

れ
し
ま
す
。

　

互
生
す
る
粗
い
鋸き

ょ
し歯
の
あ
る

葉
は
、
５
か
ら
７
深
裂
す
る
掌

し
ょ
う

状じ
ょ
うの
頂

ち
ょ
う
し
ょ
う
よ
う

小
葉
が
あ
る
奇
数
の
羽う

状じ
ょ
う
ふ
く
よ
う

複
葉
で
す
。
ず
っ
と
小
さ
い

側そ
く
し
ょ
う
よ
う

小
葉
は
卵
形
で
、
ま
ば
ら
に

対つ
い

に
つ
き
ま
す
。
一
番
目
立
つ

大
き
い
頂
小
葉
は
、
長
さ
が
９

㌢
、
幅
が
10
㌢
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
茎
の
先
に
紅
色
の

径
５
㍉
ほ
ど
の
５
弁
花
を
多
数

散さ
ん
ぼ
う
じ
ょ
う

房
状
に
美
し
く
咲
か
せ
ま
す
。

雄
し
べ
が
突
き
出
て
、
か
す
ん

で
見
え
ま
す
。

　

シ
モ
ツ
ケ
と
は
下

し
も
つ
け
の
く
に

野
国
（
栃
木

県
）
で
初
見
さ
れ
た
こ
と
に
由
来

す
る
落
葉
低
木
の
シ
モ
ツ
ケ
の
花

に
似
て
い
て
、
こ
の
植
物
が
草
な

の
で
下し

も
つ
け
そ
う

野
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
み
に
分
布
が
見
ら
れ
、
主
に

大
船
山
麓
か
ら
中
腹
に
か
け
た
、

標
高
の
高
い
、
や
や
湿
っ
た
場

所
に
点
々
と
観
察
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
個
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。

　

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

阿孫　久見

シモツケソウ（バラ科）

広報たけた

7 も く じ

集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
ろ
う

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
／
子
ど
も
た
ち
が
考
え
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
／
夢
は
大
き
く
九
州
・
全
国
へ

ま
ち
の
話
題
／
第
３
回
源
泉
か
け
流
し
全
国
温
泉
サ
ミ
ッ
ト
in
長
湯
・
第

55
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き
・
第
10
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会

「清　水」
岩清水は、滝壺に降り注ぐ。
まるで細雪のように、優雅に、
ゆっくりと。清滝にて撮影。
（写真・デザイン /竹蔵）

　 　 　

　 　 　 　 　　 　

　 　 　

　 　 　 　

平成18年7月生まれ

平
成
19
年
８
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
！

http://www.city.taketa.oita.jp
taketa@city.taketa.lg.jp
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「
ふ
る
さ
と
の
文
人
画
家

　

佐
久
間
竹
浦
と
都
甲
九
峯
」

　

７
月
22
日
㈰
ま
で

　

竹
田
町
で
活
躍
し
た
佐
久
間
竹
浦
と
、
久
住

町
で
活
躍
し
た
都
甲
九
峯
の
作
品
を
紹
介
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

平
成
19
年
度

奥
豊
後
ち
ょっ
と
見
歴
史
展

　

７
月
22
日
㈰
ま
で

　

竹
田
の
石
造
物
を
写
真
や
解
説
パ
ネ
ル
等
で

展
示
。

「
写
団
ち
く
で
ん
」
会
員
作
品
展

　

７
月
24
日
㈫
午
後
か
ら

　

全
作
品
半
折
額
、
写
真
サ
イ
ズ
は
四
切
・
半

切
の
会
員
の
自
由
作
品
45
点
を
展
示
。

 

水
土
里
の
道
・
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選

 

第
５
回
久
住
高
原
そ
よ
か
ぜ
ウ
ォ
ー
ク

　

久
住
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
久
住
高
原
。
初

夏
の
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
雄
大
な

自
然
い
っ
ぱ
い
の
草
原
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
８
日
㈰　

受
付　

９
時
〜

集
合
場
所　
「
久
住
高
原
荘
」
広
場

参
加
費　

一
般　

３
０
０
円
（
保
険
料
含
）

　

※
協
会
員
は
無
料
。

申
込
期
限　

７
月
５
日
㈭
ま
で

　

※
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

※
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

☎
62‒
２
９
８
０
（
菊
池
）

　

☎
76‒
０
１
５
１
（
如
法
寺
）

　

☎
62‒
３
０
７
５
（
髙
瀨
）

 

第
19
回
大
野
川
源
流
祭
り

　

大
分
の
母
な
る
川
″
大
野
川
〞の
水
の
恵
み
、

大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
、
人
と
自
然
の
融
合
を

求
め
る
大
野
川
源
流
祭
り
が
白
水
の
滝
周
辺
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
16
日
㈪　

10
時
〜
16
時

会
場　

陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

※
会
場
ま
で
は
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
か
ら
無
料

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

荻
総
合
支
所
産
業
課　

☎
68‒

２
２
１
５

 

『
レ
ク
の
日
』
in
荻
町

　

週
末
の
ひ
と
と
き
、
レ
ク
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

７
月
21
日
㈯　

９
時
30
分
〜

会
場　

竹
田
市
立
荻
小
学
校
体
育
館

内
容　

ド
ッ
チ
ビ
ー
、
ガ
ラ
ッ
キ
ー
ほ
か

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会
事
務
局　

☎
62‒

２
２
９
８
（
阿
南
）

 

竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
in
菅
生

　

甘
く
て
新
鮮
な
竹
田
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
収
穫
体
験
、
試
食
・
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
22
日
㈰　

９
時
30
分
〜
16
時

会
場　

竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
駐
車
場

●
お
問
い
合
せ

　

農
林
畜
産
課
営
農
係　

☎
63‒

４
８
０
５

 

第
21
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
属
し
、久
住
山
・

阿
蘇
山
・
祖
母
山
・
傾
山
な
ど
を
望
む
広
大
な

高
原
に
あ
る
コ
ー
ス
を
舞
台
に
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
㈰　

受
付　

８
時
〜

会
場　

竹
田
市
久
住
町
南
登
山
口

　
　
「
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
」

●
お
問
い
合
せ　

久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

大
会
事
務
局
（
久
住
中
央
公
民
館
内
）

　

☎
76‒

０
７
１
７

た
け
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
夏
特
集

「
宇
治
山
哲
平
展
」

　

７
月
24
日
㈫
か
ら

　

抽
象
画
の
ほ
か
、
竹
田
市
の
人
々
と
の
交
流

を
伝
え
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な「
干
支
画
」「
河
童
画
」

を
初
公
開
。

佐
藤
義
美
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
６
５
０

稗
田
宰
子
名
誉
館
長
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

＆
く
ろ
あ
ん
朗
読
劇
「
大
波
の
日
」

　

７
月
28
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

夏
の
企
画
展
「
佐
藤
義
美
の
夏
・
海
」

　

８
月
31
日
㈮
ま
で

　
「
ヨ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
言
葉
」、「
ハ
ダ
カ
の

う
た
」、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
う
た
」ほ
か
、「
夏

に
関
す
る
」
作
品
を
紹
介
。

『
絵
本
と
童
謡
の
会
』

　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

10
時
〜
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講
　
演

犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会

犯
罪
の
被
害
者
に
地
域
が
で
き
る
支
援
と
は

　
社
団
法
人
大
分
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
15
年
７
月
に
弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
を
中
心
に
大
分
県
警
察
本
部
の
協
力

の
も
と
設
立
さ
れ
た
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
を
支
援
す
る
た
め
の
民
間
の
団
体
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
被

害
者
支
援
は
何
か
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
る

た
め
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
　
７
月
29
日
㈰
　
13
時
〜
15
時
30
分

会
場
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室

●
お
問
い
合
せ

　
㈳
大
分
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
─５
３
２
─７
７
７
６
（
麻
生
）

  

人
　
権

第
３
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い

日
時
　
８
月
１
日
㈬
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場

　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　
無
料

内
容

　
講
演
「
あ
し
た
に
ト
ラ
イ
〜
車
い
す
の

　
金
メ
ダ
ル
」

講
師
　
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
競
泳
金

　
メ
ダ
リ
ス
ト
　
成
田
真
由
美
さ
ん

（
講
師
の
紹
介
）

　
13
歳
の
時
に
脊
髄
炎
に
よ
り
下
半
身
麻
痺
と

な
り
車
い
す
生
活
と
な
る
。
23
歳
の
と
き
水
泳

に
出
会
い
、３
回
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
大
会
で
は
、
金
メ
ダ
ル
７

個
、
銅
メ
ダ
ル
１
個
を
獲
得
。
以
降
、
講
演
活

動
を
通
し
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
努
め

数
々
の
賞
を
受
け
る
。

●
お
問
い
合
せ

　
人
権
・
同
和
対
策
課
　
☎
63
─４
８
２
０

  
生
活
情
報

し
つ
こ
い
勧
誘
へ
の
対
応

　
し
つ
こ
い
勧
誘
に
う
ん
ざ
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。日
本
消
費
者
協
会
が
行
っ
た「
し

つ
こ
い
勧
誘
の
断
り
方
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介

し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
同
業
者
で
す
」

　
一
番
多
か
っ
た
の
は
同
業
者
に
な
る
こ
と
。

自
分
が
同
業
と
い
う
よ
り
「
親
が
…
」、「
子
供

が
…
」、「
親
類
が
…
」
な
ど
。

「
興
味
、
関
心
な
い
」

　「
興
味
あ
り
ま
せ
ん
」、「
関
心
あ
り
ま
せ
ん
」、

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
る
。

「
留
守
番
で
す
」

　「
留
守
番
を
頼
ま
れ
て
い
る
者
な
の
で
分
か

り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

「
出
掛
け
る
、
来
客
中
」

　「
出
掛
け
る
と
こ
ろ
な
の
で
」「
来
客
中
な
の

で
」
な
ど
話
を
聞
く
時
間
が
な
い
こ
と
を
伝
え

る
。

電
話
を
切
る

　
と
に
か
く
電
話
は
、
勧
誘
と
分
か
っ
た
時
点

で
す
ぐ
に
切
る
。
話
を
聞
く
と
誤
解
さ
れ
る
の

で
そ
の
前
に
切
る
。

　
関
心
を
示
さ
ぬ
こ
と
と
電
話
を
切
る
こ
と
が

得
策
の
よ
う
で
す
。

  

税
　
金

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の

固
定
資
産
税
の
減
額

　
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
場

合
、申
告
に
よ
り
固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
（
①
65
歳
以

上
の
人
、
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
人
、
③
障
が
い
者
）
が
居
住
す

る
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
既
存
の

住
宅
で
、
賃
貸
住
宅
を
除
く
（
賃
貸
住
宅
所
有

者
自
ら
居
住
す
る
部
分
は
対
象
と
な
る
）。

　
た
だ
し
、
居
住
部
分
が
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
あ
り
、
他
の
軽
減
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
住
宅
。

対
象
と
な
る
改
修
工
事

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31

日
の
間
に
一
定
の
改
修
工
事
（
廊
下
の
拡
幅
、

手
す
り
の
取
り
付
け
、
床
の
段
差
解
消
、
浴
室

の
改
良
等
）
が
行
わ
れ
、
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
額
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

減
額
期
間

　
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌

年
度
分
に
限
る
。

減
額
率

　
該
当
す
る
住
宅
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
部
分

に
か
か
る
税
額
の
３
分
の
１
の
相
当
額
。

　
た
だ
し
、
１
戸
当
た
り
の
床
面
積
の
う
ち
最

大
１
０
０
平
方
㍍
ま
で
。

申
請
書
の
提
出

　
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
。

●
お
問
い
合
せ

　
税
務
課
資
産
係
　
☎
63
─４
８
０
３

  

年
　
金

ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
追
納
を

　
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
期
間
と
比
べ
て
、
減
額
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例

制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
将
来
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
追
納
額
は
免
除
の
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保

　
険
料
に
、
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
て
定
め
ら

　
れ
た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
免

　
除
の
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
々
年
度
以
内

　
に
追
納
す
る
場
合
は
、
そ
の
当
時
の
保
険
料

　
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

７
月
の
お
し
ら
せ

７
月
の
お
し
ら
せ
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保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

　

大
分
県
立
病
院
で
は
、
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
第
３
火
曜
日
に
県
病
健
康
教
室
を
開
催

し
ま
す（
入
場
無
料
）。

日
時　

７
月
17
日
㈫　

13
時
〜
14
時

　
「
薬
に
つ
い
て
の
豆
知
識
」

講
師　

薬
剤
部
専
門
薬
剤
師　

岡　

富
美
子

場
所　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院
総
務
・
企
画

　

課　

☎
０
９
７
─５
４
６
─７
２
８
２

精
神
保
健
家
族
教
室

　

統
合
失
調
症
で
治
療
中
の
方
の
家
族
を
対
象

に
、
正
し
い
知
識
と
対
応
を
学
ぶ
こ
と
で
、
本

人
の
病
気
の
再
発
を
防
ぎ
、
よ
り
良
い
回
復
を

目
指
す
と
と
も
に
、
家
族
自
身
が
ゆ
と
り
を
持

ち
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
家

族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

統
合
失
調
症
で
治
療
中
の
方
の
家
族　

　
（
精
神
保
健
福
祉
医
療
関
係
者
の
参
加
は
ご

　

遠
慮
願
い
ま
す
）

日
程　

７
月
11
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
─５
４
１
─６
２
９
０

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

精
神
疾
患
が
原
因
で
な
い
「
社
会
的
ひ
き
こ

も
り
」
の
方
の
家
族
を
対
象
に
、
本
人
へ
の
対

応
方
法
等
の
学
習
や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
年
齢
の
「
社
会
的
ひ
き

　

こ
も
り
」
の
方
の
家
族
（
精
神
保
健
福
祉
関

　

係
者
の
参
加
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）

日
程　

７
月
18
日
㈬　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
─５
４
１
─６
２
９
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

全
国
で
３
万
人
を
超
え
る
方
が
、
自
ら
命
を

絶
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
内
で

も
年
間
３
０
０
人
を
超
え
る
自
死
者
が
お
り
、

悲
し
み
や
つ
ら
さ
を
抱
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
ご
遺
族
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご

遺
族
の
気
持
ち
が
少
し
で
も
穏
や
か
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合
い
、

共
に
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、
心
を
癒
し
、
他
の

人
の
経
験
に
学
び
、
考
え
方
や
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
死
遺
族

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

　

族
日
程　

７
月
23
日
㈪　

14
時
〜
16
時

場
所　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
─５
４
１
─６
２
９
０

  

福　

祉

平
成
19
年
度
竹
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
族
へ
の
慰
藉
を
行
う
と

と
も
に
、
恒
久
平
和
を
願
い
、
戦
没
者
追
悼
式

を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬　

10
時
〜

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63
─４
８
１
１

第
３
回
チ
ャ
リ
ティ
ー
バ
ザ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
品

物
・
野
菜
等
を
販
売
し
、
得
ら
れ
た
益
金
は
、

年
末
に
見
舞
金
と
し
て
個
人
及
び
福
祉
団
体
に

配
分
さ
れ
ま
す
。
販
売
品
の
寄
贈
並
び
に
購
入

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　

７
月
27
日
㈮　

10
時
〜
14
時
30
分

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
総

　

務
福
祉
課　

☎
63
─１
５
４
４

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63
─４
８
１
１

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
、
４
月
１
日
現
在
、
１
年
以
上

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

に
、
６
月
末
か
ら
７
月
初
め
に
か
け
て
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
を
ご
希
望
の
場
合
は
指
定
口
座
に
振
り

込
み
、
窓
口
受
け
取
り
の
場
合
は
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

・
１
級
か
ら
３
級　

３
、０
０
０
円

　

・
４
級
か
ら
６
級　

２
、０
０
０
円

　

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

・
Ａ　
　

３
、０
０
０
円

　

・
Ｂ　
　

２
、０
０
０
円

※
ど
ち
ら
の
手
帳
も
お
持
ち
の
場
合
は
、
額
の

　

高
い
方
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

※
施
設
入
所
者
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63
─４
８
１
１



1 ㈰ ・第 27回七夕バレーボール大会 9:15 ～（久住総合運動公園体育館）
・国民安全の日・全国安全週間（～７日）

2 ㈪ ・市県民税 (前納・１期 )納期限
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

3 ㈫
4㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）

5 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈮
7㈯ ・川の日

・全国乾しいたけ振興大会 9:00 ～（エイトピアおおの）〔豊後大野市〕

8 ㈰ ・水土里の道・歩きたくなる道 500 選久住町大会（第 5回久住高原そよかぜウォーク）9:00 久住高原荘広場集合
・全国乾しいたけ振興大会 10:00 ～（エイトピアおおの）〔豊後大野市〕・竹田市歩こう会「岡城早朝散歩」5:50 廣瀬神社下集合（※ 1）

9 ㈪ ・竹田温泉「花水月」臨時休館日
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

10㈫ ・製品安全点検日
・竹田温泉「花水月」臨時休館日

11㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（久住総合支所）・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）
・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎）〔大分市〕・竹田温泉「花水月」臨時休館日

12㈭ ・高齢者大学・文化教室（竹田地域）8:30 ～（竹田市文化会館）
・竹田温泉「花水月」休館日

13㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

14㈯ ・竹田市ジュニアサッカー交流大会 9:00 ～（久住総合運動公園）・第 29回全国軟式野球交流大会大分県大会（竹田市総合運動公園市民球場ほか）
・絵本と童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）・「社会を明るくする運動」竹田市民大会 14:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

15㈰ ・竹田市ジュニアサッカー交流大会9:00～（久住総合運動公園）・第29回全国軟式野球交流大会大分県大会（竹田市総合運動公園市民球場ほか）・第29回大分合同新聞社旗争奪竹田市町内対抗ソフトボー
ル大会竹田市代表決定戦（荻小学校グラウンドほか）・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「真夏の岡城跡散策」8:00 竹田市役所前集合（※ 2）・第 22回入田名水祭・河川プール開き（中島公園）

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

竹田市のこよみ7月
2007年

佐藤義美記念館



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈪ ・第 29回全国軟式野球交流大会大分県大会（竹田市総合運動公園市民球場ほか）・第 19回大野川源流まつり 10:00 ～ 16:00（陽目の里キャンピン
グパーク）・海の日　・全国海難防止強調運動（～ 31日）

17㈫
18㈬ ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所）

・全国和牛能力共進会県予選会（豊後大分家畜市場）〔由布市〕・温泉療養文化館「御前湯」休館日

19㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）・竹田市歩こう会「観光道路」8:30 マルショク竹田本町店前
集合（※ 1）・食育の日　・竹田温泉「花水月」休館日

20㈮ ・長湯ルカス音楽祭（長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」）・成牛市場（豊後豊肥家畜市場）
・青少年の日

21㈯ ・長湯ルカス音楽祭（長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」）・『レクの日』in 荻町 9:30 ～ 11:30（荻小学校体育館）
・勤労青少年の日　・森と湖に親しむ旬間（～ 31日）・自然に親しむ運動（～ 8月 20日）・絵本と童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）

22㈰ ・長湯ルカス音楽祭（長湯歴史温泉伝承館「万象の湯」）・竹田市とうきびフェスタ in 菅生 9:30 ～ 16:00（竹田ドライブイン駐車場〔菅生〕）
・家庭の日

23㈪ ・荻の里温泉休館日

24㈫
25㈬ ・戦没者追悼式 10:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

26㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

27㈮ ・第 3回チャリティバザー 10:00 ～ 14:30（竹田市総合社会福祉センター）
・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

28㈯ ・夏の企画展＆稗田宰子名誉館長ギャラリートーク・くろあん朗読劇「大波の日」13:30 ～ 15:00（佐藤義美記念館）
・第 27回長湯温泉祭 10:00 ～（湯の原天満社ほか）

29㈰ ・第 21回参議院議員通常選挙　・第 21回久住高原クロスカントリー大会 8:00 ～（南登山口「日本一のマラソン練習コース」）・第 27回長湯温泉祭 9:00 ～
（直入総合運動公園ほか）・犯罪被害者支援後援会 13:00 ～ 15:30（竹田市文化会館）・夏休みとしょかんまつり 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）

30㈪ ・第 27回長湯温泉祭 8:00 ～（直入総合運動公園ほか）・親と子のための音楽会「九電ふれあいコンサート」17:30 開場 /18:30 開演（竹田市文化
会館）・荻の里温泉休館日

31㈫ ・固定資産税（2期）、国民健康保険税（1期）、介護保険料（1期）納期限

月　間
その他

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（～ 7月 19日）・海の月間　・河川愛護月間　・海岸愛護月間　・“社会を明るくする運動”強調月間　・「愛の血液助け
合い運動」月間　・青少年の非行問題に取り組む全国強調月間　・青い羽根募金活動協調月間（～ 8月 31日）・夏の省エネキャンペーン（～ 9月 30日）

※ 8月 1日㈬
　第 3回人権を守る市民の集い
　13:30 ～ 15:00（竹田市文化会館）
※ 8月 3日㈯～ 4日㈰
　久住夏越し祭り（久住町）
※ 8月 4日㈰　第 15回ナイター陸上
　『2007 ドリームゲームス in おぎ』
　16:30 ～（荻小学校運動場）

※ 5月中旬から 10月下旬頃まで整備
　のため久住総合運動公園野球コート
　及びソフトコートは使用できません。
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講　

習

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方
は
必
ず
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　

網
猟
・
わ
な
猟
（
１
）

　

７
月
20
日
㈮　

10
時
〜
17
時

　

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

　

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

10
時
〜
17
時

場
所　

大
分
県
教
育
会
館（
大
分
市
大
字
下
郡
）

受
講
内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟
具

　

の
取
扱
い
、
実
技

受
講
料　

７
、０
０
０
円
ま
た
は
９
、０
０
０
円

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

●
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
猟
友
会
竹
田
支
部　

西
尾
（
竹
田
警

　

察
署
内
）

　

☎
63‒

２
１
３
１
（
内
線
２
６
２
）

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

　

申
込
書
は
、
各
消
防
局
・
消
防
本
部
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
、
㈶
大
分
県

消
防
設
備
安
全
協
会
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
22
日
㈰　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場　

新
日
鐵
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー　

攻
玉
寮

　
（
大
分
市
明
野
南
３‒

１‒

１
）

受
講
種
別　

１
・
４
・
６
類
（
各
甲
乙
種
）

受
付
期
間　

７
月
13
日
㈮
ま
で

●
申
込
み
・
お
問
い
合
せ　

　

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

３
１
２
５

　

H
P　

http://w
w
w
.syoubounet.jp/ohita/

  

試　

験

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

　

受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、
全
国
の
地

方
裁
判
所
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

試
験
期
日　

９
月
16
日
㈰

申
込
期
間　

７
月
17
日
㈫
〜
７
月
25
日
㈬

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
お
問
い
合
せ　

大
分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

　

務
課
人
事
第
一
係

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
１
６
１（
内
線
６
１
５
）

消
防
設
備
士
試
験

　

願
書
は
、
県
消
防
保
安
室
・
県
下
各
消
防
局
・

消
防
本
部
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

県
支
部
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
期
日　

９
月
２
日
㈰　

10
時
〜

試
験
会
場　

日
本
文
理
大
学
（
大
分
市
）

申
込
期
間　

７
月
18
日
㈬
〜
26
日
㈭

●
お
問
い
合
せ　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒
０
４
２
７

狩
猟
免
許
試
験

受
付
期
間

　

７
月
17
日
㈫
〜
27
日
㈮

試
験
内
容
・
日
時

　

第
一
種
・
第
二
種
銃
猟　

８
月
９
日
㈭

　

網
猟
・
わ
な
猟　
　
　
　

８
月
10
日
㈮

試
験
会
場　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

手
数
料
（
一
件
に
つ
き
）

　

４
、０
０
０
円
ま
た
は
５
、３
０
０
円

必
要
書
類
（
申
込
時
の
添
付
書
類
）

 

・
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
銃
砲
所
持
許
可
証
の

　

写
し

 

・
写
真
（
一
件
に
つ
き
１
枚
。
無
帽
、
大
き
さ

　
〔
縦
３
・
０
㌢
、
横
２
・
４
㌢
〕）

 

・
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
一
通

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

　

振
興
部
森
林
・
林
業
第
１
班　

菅

　

☎
63‒

１
１
７
４

大
分
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

　

受
験
案
内
や
受
験
申
込
書
は
７
月
上
旬
か
ら

竹
田
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

試
験
期
日　

10
月
28
日
㈰

試
験
地　

大
分
、
日
田
、
佐
伯
、
宇
佐

申
込
期
間　

７
月
13
日
㈮
〜
８
月
３
日
㈮

手
数
料　

８
、５
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

　

大
分
県
高
齢
者
福
祉
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
６
８
４

　

竹
田
保
健
所　

☎
63‒

２
１
８
７

自
衛
官
募
集

　

一
般
曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
、
航

空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

※
航
空
学
生
に
つ
い
て
は
、高
卒
（
見
込
含
）

　
　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
９
月
７
日
㈮

　

※
男
性
の
２
等
陸
・
海
・
空
士
は
随
時

試
験
期
日
・
場
所

　

一
般
曹
候
補
生

　
　

９
月
17
日
㈪　

竹
田
市
文
化
会
館

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
性
）

　
　

９
月
16
日
㈰　

日
本
文
理
大
学
ほ
か

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
性
）

　
　

９
月
24
日
㈪　

中
小
企
業
会
館
ほ
か

　

航
空
学
生

　
　

９
月
22
日
㈯　

中
小
企
業
会
館

●
お
問
い
合
せ　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　

竹
田
地
域
事
務
所　

☎
63‒

３
３
２
０
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募
　
集

″
花
い
っ
ぱ
い
で
お
も
て
な
し
〞

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
大
会

　
平
成
20
年
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
国
体
と

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
全
国
か
ら
訪
れ

る
選
手
た
ち
を
花
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
会
場
や

街
並
み
で
お
迎
え
す
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
、
秋
に

開
催
す
る
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
大
会

推
奨
花
を
使
用
し
た
「
花
い
っ
ぱ
い
で
お
も
て

な
し
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限
　
７
月
13
日
㈮
　
当
日
消
印
有
効

応
募
資
格
　

　
大
分
県
在
住
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
（
プ

　
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
人
数

　
30
組
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

　
選
考
に
よ
り
出
展
者
を
決
定
し
ま
す
）

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
次
の
項
目
を
明
記
の
上
、
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
、
グ
ル
ー
プ
名
②
代
表
者
住
所
③
電

　
話
番
号
④
作
品
イ
メ
ー
ジ
図
⑤
作
品
タ
イ
ト

　
ル
⑥
コ
ン
セ
プ
ト

●
お
問
い
合
せ
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

　
体
・
お
お
い
た
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
担
当

　
県
民
運
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

　
☎
０
９
７‒

５
３
７‒

２
０
０
８

　
℻
０
９
７‒

５
３
６‒

８
９
２
２ 

　H
P

　http://w
w
w
.m
ejiron.jp

平
成
19
年
度
　と
き
め
き
作
品
展

　
県
内
在
住
の
障
が
い
者
・
児
の
文
化
活
動
発

表
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
と
き
め
き
作

品
展
」
に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
絵
画
・
写
真
・
書
・
陶
芸
・
工
芸

募
集
期
間
　
７
月
23
日
㈪
ま
で

申
込
方
法
　
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
総
合
支
所

　
市
民
生
活
課
に
備
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の

　
写
真
を
添
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
　
９
月
28
日
㈮
〜
10
月
２
日
㈫

展
示
会
場
　
ト
キ
ハ
別
府
店
１
Ｆ

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
☎
63‒

１
１
１
１(

内
線
１
５
６
）

　
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
　
福
祉
担
当

　
☎
68‒

２
２
１
１(

内
線
１
３
５
）

　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
　
福
祉
担
当

　
☎
76‒
１
１
１
１(

内
線
１
８
３
）

　
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
　
福
祉
担
当

　
☎
75‒
２
２
１
１(

内
線
１
３
０
）

放
送
大
学
　第
２
学
期
の
学
生
募
集

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
学
べ
る
地

域
の
皆
様
方
の
身
近
な
生
涯
学
習
機
関
と
し

て
、放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、様
々

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
放
送
大
学
の
第
２
学

期
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
　
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広

　
い
分
野
の
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

受
付
期
間
　
８
月
15
日
㈬
ま
で

授
業
開
始
　
10
月
１
日
㈪
〜

●
お
問
い
合
せ

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
１
２

　http//w
w
w
/u-air.ac.jp

  

案
　
内

第
60
回
県
民
体
育
大
会
予
選

卓
球

　
７
月
１
日
㈰

　
９
時
〜

　
豊
岡
小
学
校

　
西
門
　
☎
62‒

３
３
７
９

テ
ニ
ス
　
７
月
８
日
㈰
　
13
時
〜

　
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
森
　
☎
76‒

０
７
１
７
（
久
住
教
育
課
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
７
月
15
日
㈰
　
８
時
30
分
〜

　
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
安
達
　
☎
63‒

１
１
１
１
（
建
設
課
）

山
岳
競
技
　
７
月
15
日
㈰
　
８
時
〜

　
赤
川
登
山
口
〜
久
住
山
頂

　
大
塚
　
☎
63‒

４
１
６
９

陸
上
競
技
　
７
月
21
日
㈯
　
18
時
〜

　
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　
舩
越
　
☎
63‒

１
０
４
６
（
水
道
課
）

軟
式
野
球
　
７
月
22
日
㈰
　
９
時
〜

　
竹
田
市
民
球
場

　
長
松
　
☎
63‒

１
８
０
３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
７
月
22
日
㈰
　
９
時
〜

　
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
☎
62‒

４
０
４
０

弓
道
　
７
月
21
・
28
日
㈯
　
14
時
30
分
〜

　
竹
田
市
営
弓
道
場

　
首
藤
　
☎
62‒

４
５
３
３

ラ
イ
フ
ル
射
撃
　
毎
週
土
・
日
曜

　
庄
内
町
屋
外
競
技
場

　
野
尻
　
☎
０
９
０‒

８
４
１
６‒

５
５
２
９

　
紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略
　

　
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、　

　
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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運　

動

第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
７
月
は
強
調
月
間
で
す
。

○
市
民
集
会　

７
月
２
日
㈪

　

会
場
・
時
間

　

荻
総
合
支
所　

８
時
30
分
〜

　

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー　

９
時
30
分
〜

　

直
入
総
合
支
所　

９
時
〜

　

久
住
総
合
支
所　

10
時
〜

○
竹
田
市
民
大
会

　

日
時　

７
月
14
日
㈯　

14
時
〜
16
時

　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ　

保
護
司
会　

海
老
納

　

☎
63‒

１
４
５
８

  

相　

談

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な
要
求

な
ど
、お
困
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、弁
護
士
、暴

力
団
担
当
警
察
官
お
よ
び
暴
力
追
放
相
談
委
員

が
、面
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

暴
力
団
が
絡
ん
で
き
た
ら
、
早
め
の
相
談
が

解
決
の
決
め
手
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
20
日
㈮　

10
時
〜
16
時

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

３
０
１
会
議
室

　
　
　
（
大
分
市
府
内
町
１‒

５‒

38
）

料
金　

無
料

●
相
談
電
話

　

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
（
当
日
）

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

４
７
０
４

※
㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議
で
は
、
通
常
で

　

も
執
務
時
間
中
、
同
じ
電
話
番
号
で
相
談
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か　
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
、
子

育
て
、
虐
待
、
障
が
い
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
荻
・
久
住
・
直
入

の
各
地
域
に
従
来
か
ら
あ
っ
た
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
名
称
を
変
更
し
、
新
し
く
子
育

て
、
障
が
い
も
加
え
て
、
昨
年
か
ら
総
合
的
に

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
専
門
の
相
談
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
自
分
一
人
で
悩
ま
ず

に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

荻
地
域

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
エ
リ
ア
内
）

　

☎
68‒

３
３
０
２

久
住
地
域

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
久
住
荘
向
い
側
）

　

☎
76‒

１
５
２
６

直
入
地
域

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
75‒

２
２
２
８

竹
田
地
域

竹
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー（
悠
々
居
内
）

　

☎
63‒

３
６
６
８

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
64‒

０
３
１
０

※
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
及
び
虐
待
の

　

相
談
と
な
り
ま
す
。

  

求　

人

◇
測
量
士
１
人
18
〜
50
才
18
〜
40
万
（
竹
）
◇

保
育
士
１
人
年
齢
不
問
13
・
４
万
（
竹
）
◇
正
・

准
看
護
師
１
人
25
〜
50
才
15
〜
30
万
（
竹
）
◇

正
・
准
看
護
師
１
人
年
齢
不
問
17
・
１
〜
21
・

７
万
（
久
）
◇
正
看
護
師
５
人
年
齢
不
問
21
・

６
〜
21
・
９
万
（
竹
）
◇
理
学
療
法
士
１
人
21

〜
40
才
20
・
６
〜
28
・
４
万
（
竹
）
◇
保
育
士

１
人
20
〜
30
才
12
・
２
〜
14
万
（
竹
）
◇
准
看

護
師
１
人
20
〜
40
才
14
〜
20
・
３
万
（
直
）
◇

介
護
業
務
１
人
年
齢
不
問
12
万
（
竹
）
◇
事
務

員
１
人
18
〜
40
才
12
・
１
万
（
竹
）
◇
事
務
員

（
臨
時
）
１
人
年
齢
不
問
12
・
８
万
（
竹
）
◇

接
客
係
１
人
18
〜
55
才
11
・
２
万
（
竹
）
◇
接

客
係
２
人
35
才
以
下
12
・
５
万
（
久
）
◇
販
売

員
２
人
年
齢
不
問
12
〜
13
万
（
久
）
◇
重
機
配

送
運
転
手
１
人
25
〜
35
才
20
〜
25
万
（
荻
）
◇

車
検
整
備
（
見
習
い
可
）
１
人
25
才
以
下
12
・

１
〜
18
・
１
万
（
竹
）
◇
瓦
葺
工
１
人
20
〜
50

才
18
・
２
〜
31
・
２
万
（
竹
）
◇
園
芸
作
業
員

２
人
年
齢
不
問
14
〜
17
万
（
竹
）
◇
接
客
係
１

人
50
才
以
下
時
給
６
５
０
円
（
直
）
◇
電
子
部

品
組
立
工
２
人
18
〜
40
才
時
給
６
５
０
円（
竹
）

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
人
年
齢
不
問
時
給

１
、２
０
０
〜
１
、４
５
０
円
（
竹
）
◇
家
事
手

伝
人
１
人
年
齢
不
問
時
給
８
０
０
円
（
久
）
◇

ぶ
ど
う
栽
培
作
業
２
人
年
齢
不
問
時
給
７
０
０

〜
８
０
０
円
（
久
）
◇
洗
い
場
係
２
人
年
齢
不

問
時
給
６
５
０
〜
７
０
０
円
（
荻
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１




